
一

は

じ

め

に

二
実
証
主
義
史
学
へ
の
挑
戦

□

社
会
学
か
ら
の
批
判

①
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

②
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ミ
ア
ン

口
歴
史
哲
学
か
ら
の
批
判

①

方

法

の

探

究

目

次

2
 

9

9

 

、
＇
~
，3
 

、
＇、＇，4
 

9

9

 ⑤
ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル

口
歴
史
学
と
社
会
学
と
の
論
争

三
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
と
フ
ラ
ン
ス

四

む
す
び A

I
D
．
ク
セ
ノ
ポ
ル

ポ
ー
ル
・
ラ
コ
ン
ブ

（
以
上
本
号
）

シ
ャ
ル
ル
・
セ
ー
ニ
コ
ボ
ス

世
紀
転
換
期
フ
ラ
ン
ス
の
史
学
論
争
口

渡

辺

三
九
七

和

千
Jノー
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社
会
史
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
成
立
を
見
る
う
え
で
、

も
な
い
。
勿
論
、
こ
の
時
期
に
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
出
現
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
社
会
史
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
制
度
化
す
る
た
め
に
は
、

リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
よ
る
「
歴
史
の
た
め
の
闘
い
」
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
、
理
論
面
で
は

史
理
論
の
批
判
的
か
つ
実
り
あ
る
再
検
討
」
が
な
さ
れ
た
こ
ど
や
、
実
際
面
で
も
、
政
治
史
や
外
交
史
を
中
心
と
し
た
歴
史
か
ら
経
済
史
・

文
化
史
・
社
会
史
を
も
含
め
た
歴
史
研
究
の
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
様
性
」
が
生
じ
た
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
文
献
考
証
や
史
料
批
判
に
基
づ
く
政
治
史
（
ラ
ン
ケ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
）
は
、

探
究
す
る
歴
史
家
の
意
志
と
、

っ
て
凱
歌
を
挙
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

現
わ
れ
た
。

そ
れ
は
科
学
と
民
主
主
義
の
同
盟
、
歴
史
学
と
共
和
政
と
の
同
盟
と
し
て

と
こ
ろ
が
勝
利
し
た
ラ
ン
ケ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
も
、
政
治
問
題
か
ら
経
済
・
社
会
問
題
へ
の
課
題
の
変
化
、
社
会
学
や
心
理
学

と
い
う
新
興
科
学
の
出
現
、
唯
物
史
観
に
依
拠
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
批
判
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
批
判
か
ら
歴
史
論
争
が
生
ま
れ
、
歴
史
学
の
再
生
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
か
ん
の
歴
史
学
の
変
貌
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
わ
れ
わ
れ

(
5
)
 

は
、
オ
ー
ラ
ー
ル
か
ら
ジ
ョ
レ
ス
や
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
い
た
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
な
か
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
史
料
に

基
づ
く
政
治
史
か
ら
経
済
や
階
級
を
中
軸
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
、

型
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

一
九
世
紀
後
半
に
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
を

(
3
)
 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
動
員
し
て
国
家
の
統
一
や
近
代
化
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
国
家
意
思
と
の
一
致
に
よ

期
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
日
、

つ
ま
り
、
ラ
ン
ケ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
代
わ
る
新
し
い
社
会
史
パ
ラ
ダ
イ
ム
ヘ
の
過
渡
期
と
し
て
、

(
6
)
 

こ
の
時
代
に
国
際
的
な
関
心
が
注
が
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

は

じ

め

に

一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
初
め
の
時
期
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
贅
言
を
要
す
ま
で

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
先
駆
的
な
心
性
史
へ
の
移
行
と
し
て
要
約
さ
れ
る
典

二
九
八

こ
の
時 「歴

7-3•4-786 (香法'88)



世紀転換期フランスの史学論争（一）（渡辺）

(
6
)
 

そ
れ
を
克
服
す
る
道
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

時
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
も
同
様
の
方
法
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

本
的
モ
チ
ー
フ
や
実
証
主
義
史
学
を
捉
え
る
視
点
に
つ
い
て
は
、

(
l
)
 

を
打
ち
だ
せ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

フ
ラ
ン
ス
史
学
の
状
況
を
、

ラ
ダ
イ
ム
を
事
実
探
求
方
法
と
し
て
、

ド
イ
ツ
の
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
ほ
ど
著
名
で
も
大
規
模
で
も
な
い
が
、

歴
史
学
方
法
論
の
根
本
的
な
方
向
性

の
ち
の
仏
独
両
国
の
歴
史
学
の
発
達
に
大
き
な
饗
影
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
基

(
8
)
 

前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Fritz Stern, 
T
h
e
 
Varieties 
o
f
 H・2乏
ory
f
r
o
m
 
Voltaire 
to 
the 
Prese
ミ
(
L
o
n
d
o
n
`
 
1
9
7
0
)
c
1
9
5
6
,
 p. 2
0
.
 

(
2
)
 
G
e
o
r
g
 G
.
 Iggers, "
T
h
e
 {
M
e
t
h
o
d
e
n
s
t
r
e
i
t〉

in
International Perspective. 
T
h
e
 R
e
o
r
i
e
n
t
a
t
i
o
n
 o
f
 Historical S
t
u
d
i
e
s
 at t
h
e
 T
u
r
n
 

f
r
o
m
 t
h
e
 N
i
n
e
t
e
e
n
t
h
 to 
t
h
e
 T
w
e
n
t
i
e
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
"
,
 Storia 
delta 
storiografia, 
N
o
.
 6
(
1
9
8
4
)
,
 3
0
.
 

(
3
)
ス
タ
ー
ン
は
こ
の
二
つ
を
、
「
近
代
の
す
べ
て
の
歴
史
家
に
響
影
を
及
ぽ
し
た
二
つ
の
基
本
的
趨
勢
」
と
呼
ん
で
い
る
。

S
t
e
r
n
`
o
p
.
c
i
[
:
 p. 
11. 

(

4

)

]

 

e
a
n
 E
h
r
a
r
d
 et 
G
u
y
 P. P
a
l
m
a
d
e
,
 L'histoire 
(Paris, 1
9
6
4
)
,
 
p
p
.
 8
2
-
8
4
.
 
麻
中
史
家
{
へ
の
マ
ル
ク
ス
主
葬
セ
り
影
響
は
ヽ
ア
ン
リ
・
オ

l
ゼ
ル
に
見

ら
れ
る
。
経
済
史
を
専
門
に
し
て
い
た
オ
ー
ゼ
ル
は
、
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
史
的
唯
物
論
の
理
論
の
影
響
を
被
ら
な
い
者
は
い
な
い
」
と
述
べ
て
い

た。

H
e
n
r
i
H
a
u
s
e
r
,
 "
D
e
s
 d
i
v
e
r
s
 s
e
n
s
 d
e
 l'adjectif social," 
R
e
v
z
 

`
 

e
 internationale d
e
 l'enseignement, 
X
L
I
I
I
 (
1
9
0
2
)
,
 2
4
.
 

(
5
)
前
川
貞
次
郎
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
五
六
年
）
第
七
章
。

G
．
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
『
革
命
的
群
衆
』
二
宮
宏
之
訳
（
創
文
社
、
一
九

八
二
年
）
。

一
九
八
三
年
七
月
に
、
歴
史
学
方
法
論
史
国
際
委
員
会
は
、
こ
の
時
期
の
歴
史
学
方
法
論
に
つ
い
て
の
世
界
大
会
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
ペ
リ
エ
で
開
催

し
た
。

こ
の
方
法
論
争
は
、

三
九
九

同

実
証
主
義
的
に
理
解
し
摂
取
し
た
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
も
、

こ
の
時
期
に
は
、

瑣
末
主
義
に
陥
り
、

ラ
ン
ケ
・
パ

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
邦
語
文
献
に
、

井
上
幸
治
、

本
池
立
、

こ
の
時
期
の
史
学
論
争
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

(
7
)
 

両
氏
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
あ
る
。
本
稿
は
両
氏
の
業
績
を
ふ
ま
え
、

ド
イ
ツ
史
学
の
状
況
を
視
野
に
い
れ
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
現
代
歴
史
学
の
成
立
と
い
う
見
地
か
ら
も
、

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
時
期
の

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

7 - 3•4 -787 (香法'88)
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ク
セ
ノ
ポ
ル
、
(
1
)
 

な
学
問
的
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
ス
と
ラ
ン
グ
ロ
ワ
、

そ
れ
で
は
な
ぜ
、

社
会
学
は
批
判
者
の
位
置
を
占
め
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
な
ど
が
、

歴
史
の
方
法
に
つ
い
て
の
書
物
を
出
版
し
た
背
景
に
は
、

社
会
学
と
の
関
係
と
い
う
新
し
い
問
題
を
、

歴
史
家
に
つ
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

一
八
九

0
年
代
に
、

ポ
ー
ル
・
ラ
コ
ン
ブ
、

実
証
主
義
史
学
へ
の
批
判
は
、

曰
社
会
学
か
ら
の
批
判

ま
ず
新
興
の
社
会
科
学
た
る
社
会
学
の
領
域
か
ら
な
さ
れ
た
。
社
会
学
の
学
問
的
成
長
は
、

実
証
主
義
史
学
へ
の
挑
戦

(
7
)
井
上
幸
治
「
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
成
立
基
盤
」
『
歴
史
評
論
』
三
五
四
号
、

八
二
年
。

(
8
)
渡
辺
和
行
「
一
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
史
学
を
見
る
眼
に
つ
い
て
」
『
香
川
法
学
』
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
八
七
年
。
カ
ル
ボ
ネ
ル
は
、
今
世
紀
の
「
新
し

い
歴
史
家
」
に
よ
っ
て
否
定
的
か
つ
侮
蔑
的
に
用
い
ら
れ
る
「
実
証
主
義
史
学
」
の
定
義
を
鵜
呑
み
に
す
る
怠
惰
な
精
神
を
批
判
し
、
一
九
世
紀
後
半
の

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
繰
り
返
し
論
じ
て
い
る

(
C
h
a
r
l
e
s
,
 
O
l
i
v
i
e
r
 C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 Histoire et 
historiens 1
8
6
5
-
1
8
8
5
,
 T
o
u
l
o
u
s
e
,
 

1
9
7
6
,
 
pp. 4
0
1
-
4
0
8
.
,
 
Do., 
"L'histoire 
<lite 
positiviste 
e
n
 F
r
a
n
c
e
'
`
 
R
o
m
a
n
t
i
s
m
e
 ̀
 No
s
.
 2
1ー

2
2
,

1
9
7
8
.
,
 
Do., 
"
H
i
s
t
o
i
r
e
 
n
a
r
r
a
t
i
v
e
 
et 

histoire structurelle d
a
n
s
 l
'
h
i
s
t
o
r
i
o
g
r
a
p
h
i
e
 positiviste d
u
 X
I
X
e
 siecle," 
Storia 
delta 
storiografia, 
N
o
.
 1
0
,
 
1
9
8
6
)
.
 
等
キ
去
口
も
｝
カ
ル
ギ
小

ネ
ル
の
議
論
に
賛
成
で
あ
り
、
か
れ
の
論
点

(histoire
positiviste
と
histoire
p
o
s
i
t
i
v
e
と
の
区
別
）
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
筆
者
は
「
実
証
主
義

史
学
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
だ
い
。
実
証
主
義
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
「
フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
史
学
の
成
立
と
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
」
『
香
川
法
学
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
八
七
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
七
九
年
。
本
池
立
「
『
ア
ナ
ー
ル
』

へ
の
道
」
『
思
想
』
七

0
二
号
、

四
0
0

セ
ー
ニ
ョ

こ
の
よ
う

歴
史
学
と 一

九

7 -3・4 -788 (香法'88)



世紀転換期フランスの史学論争（一）（渡辺）

年）、

『
自
殺
論
』
(
-
八
九
七
年
）
、

周
知
の
よ
う
に
、
社
会
学
は
当
時
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
学
問
で
あ
っ
た
。
社
会
科
学
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
導
入
を
、
高
等
教
育
改
革

の
目
玉
商
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
社
会
的
好
条
件
は
、
た
し
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
新
た
に
生
み
だ
さ
れ
る
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が

共
通
し
て
体
験
す
る
よ
う
に
、
社
会
学
も
ま
た
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
を
抱
え
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
苦
闘
の
な
か
に
、

そ
の
悩
み
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
こ
の
苫
闘
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
社
会
学
の
基
盤
は
磐
石
と
な
り
、
隣
接
領
域
の
学
問

(
4
)
 

の
性
格
に
関
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
涸
察
も
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
労
力
は
、
社
会
学
が
独
立
科
学
と
し

て
存
立
し
う
る
こ
と
の
論
証
に
費
さ
れ
た
。

四
〇

フ
ラ

か
れ
は
、
社
会
学
が
独
自
の
研
究
領
域
と
固
有
の
研
究
対
象
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
対
象
を
分
析
す
る
研
究
方
法
の
考
察
に
邁
進
し
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
創
出
す
る
と
い
う
点
で
は
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・

モ
ノ
ー
と
労
苦
を
共
有
す
る
面
も
あ
っ
た
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
仕
事
は
モ
ノ
ー
の
仕
事
以
上
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
‘

歴
史
学
は
「
過
去
に
お
け
る
人
間
の
行
為
」
と
い
う
厳
然
た
る
研
究
対
象
を
も
つ
の
に
た
い
し
て
、
社
会
学
は
そ
れ
を
ま
ず
明
ら
か
に
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
社
会
学
の
制
度
化
を
志
向
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
知
的
営
為
を
、
一
八
九

0
年
代
の
一

連
の
業
績
の
な
か
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
れ
の
努
力
は
、
『
社
会
分
業
論
』
(
-
八
九
三
年
）
、
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
(
-
八
九
五

(1) 

『
社
会
学
年
報
』

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

（
一
八
九
八
年
）

と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、

方
法
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
社
会
学
の
存
在
論
と
認
識
論
と
い
う
学
問
の
基
礎
づ
け
の
問
題
に
敏
感
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
歴
史
学
が
抱

え
て
い
る
方
法
論
的
諸
問
題
を
も
観
察
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
学
批
判
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

社
会
学
の
確
立
を
め
ざ
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
、
歴
史
学
と
の
関
係
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

ン
ス
社
会
学
の
始
祖
で
あ
っ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
が
、
す
で
に
、
社
会
動
学
の
要
と
し
て
歴
史
を
重
視
し
て
い
た
し
、
デ
ュ
ル
ケ

(
6
)
 

ー
ム
が
高
等
師
範
で
師
事
し
た
歴
史
家
の
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
も
、
「
真
の
社
会
学
は
歴
史
学
で
あ
る
」
と
道
破
し
て
い
た

7 - 3•4 -789 (香法'88)



(
7
)
 

か
ら
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
「
歴
史
的
な
一
切
は
、
社
会
学
的
で
あ
る
」
と
記
し
た
よ
う
に
、

の
関
係
は
、
緊
密
な
相
補
的
関
係
で
あ
る
。
「
こ
れ
ら
二
つ
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
、

(
8
)
 

あ
る
」
と
す
ら
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
社
会
学
年
報
』
を
創
刊
し
た
一
八
九
八
年
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
「
今
日
で
も
社

(
9
)
 

会
学
的
研
究
に
関
心
を
も
つ
歴
史
家
は
稀
で
あ
る
」
と
述
べ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
目
に
映
っ
た
歴
史
学
と

は
、
「
子
供
の
初
期
の
段
階
に
あ
る
歴
史
学
」
、
す
な
わ
ち
、
「
な
ん
ら
理
論
に
よ
る
結
び
つ
き
を
も
た
な
い
事
実
の
収
集
」
の
段
階
の
歴
史

(10) 

学
で
あ
っ
た
。
『
古
代
都
市
』
を
著
わ
し
た
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
も
と
で
歴
史
を
学
ん
だ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
た
ん
な
る

事
実
学
に
堕
し
た
素
朴
実
証
主
義
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
・
歴
史
学
も
社
会
学
か
ら
知
的
刺
激
を
え
て
、
科
学
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
歴
史
学
は
、
社
会
学
の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
諸
事
実
の
比
較
に
よ
っ
て
類
型
や
法
則
を
導
き
だ
さ
ん
と
す
る
社
会
学
の
方

法
を
、
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
見
地
で
は
、
歴
史
学
は
比
較
に
よ
る
説
明
を
と
お
し
て
の

み
、
科
学
た
り
う
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
、

任
を
転
嫁
し
え
な
い
理
由
と
し
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
社
会
学
の
側
の
責
任
と
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
制
度
の
欠
陥
と
い
う
二
つ
を
指
摘
し

て
い
る
。

一
方
的
に
歴
史
家
を
指
弾
し
た
の
で
は
な
い
。
歴
史
家
に
の
み
責

そ
れ
は
「
歴
史
学
が
社
会
学
に
た
い
し
て
し
ば
し
ば
示
し
て
き
た
あ
の
不
信
の
原
因
」
の
一
半
が
、
事
実
を
軽
視
し
が
ち
な
社

(12) 

会
学
の
側
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
発
言
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
り
、
正
規
の
学
生
を
も
た
な
い
た
め
に
、
科
学
的
な
方
法
や
厳
格
さ
よ

(13) 

り
も
雄
弁
を
喜
ぶ
一
般
聴
衆
を
対
象
と
し
た
文
理
学
部
の
公
開
講
義
に
弊
害
が
あ
る
こ
と
の
指
摘
や
、
歴
史
学
者
が
こ
れ
ま
で

(14) 

と
い
う
よ
り
は
文
学
的
な
教
育
を
う
け
て
き
た
」
こ
と
の
指
摘
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
学
批
判
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
観
は
、

義
ー
ー
ー
開
講
の
辞
」

の
な
か
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
や
長
い
が
、

歴
史
学
者
は
普
遍
化
を
目
的
と
す
る
学
者
で
な
い
こ
と
を
私
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
歴
史
学
者
の
特
別
の
、
独
自
の
役
割
は
、
法
則

そ
の
一
節
を
引
い
て
お
こ
う
。

一
八
八
七
年
に
ボ
ル
ド
ー
大
学
で
行
な
っ
た
「
社
会
学
講

「
科
学
的

―
つ
の
共
通
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
融
合
す
る
運
命
に

か
れ
が
求
め
た
社
会
学
と
歴
史
学
と

四
〇
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を
発
見
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
時
代
、
各
民
族
に
そ
の
特
有
の
個
性
と
独
自
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

域
は
特
殊
性
の
そ
れ
で
あ
り
、

の
た
め
、

の
本
質
、

あ
っ
て
、

そ
う
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

か
れ
は
そ
れ
ら
を
記
述
す
る
だ
け
に
満
足
せ
ず
、

し
か
し
最
後
に
、

そ
れ
ら
を
相
互
に
結
び
つ
け
、

四
〇

か
れ
の
領

か
れ
の
研
究
す
る
現
象
は
い
か
に
特
殊
的
で
あ
れ
、

そ
の
原
因
と
条
件
と
を
探
求
す
る
の
で
あ
る
。

そ

か
れ
は
帰
納
を
行
な
い
、
仮
説
を
つ
く
る
。
も
し
か
れ
が
経
験
的
に
の
み
こ
と
を
す
す
め
、
試
行
錯
誤
す
る
だ
け
で
社
会

そ
の
機
能
、
機
能
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
概
念
に
よ
っ
て
導
か
れ
な
け
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
し
て
時
々
道
を
誤

る
こ
と
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
網
の
目
が
大
規
模
な
社
会
の
生
活
を
構
成
し
て
い
る
事
実
の
巨
大
な
総
斌
の
な
か
に

か
れ
は
ど
の
よ
う
に
選
択
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
事
実
の
な
か
に
は
、
日
常
生
活
の
些
細
な
出
来
事
と
し
て
以

外
何
の
科
学
的
意
義
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
も
し
か
れ
が
そ
れ
ら
を
全
部
無
差
別
に
う
け
い
れ
た
ら
、

だ
け
で
あ
る
。

か
れ
は
む
だ
な
博
識
に
陥
る

か
れ
は
ご
く
小
範
囲
の
博
識
家
の
関
心
を
よ
ぶ
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
有
用
な
、
生
命
の
あ
る
業
績
を
つ
く
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
選
択
を
す
る
た
め
に
は
、
指
導
的
概
念
、
規
準
が
必
要
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
社
会
学
に
し
か
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
学
は
歴
史
家
に
た
い
し
て
社
会
の
根
本
的
な
機
能
、
本
質
的
機
関
が
何
で
あ
る
か
、

を
教
え
る
で
あ
ろ
う

し
、
歴
史
家
が
と
く
に
努
め
て
向
か
お
う
と
す
る
の
は
こ
れ
ら
の
機
能
や
機
関
の
研
究
で
あ
る
。
社
会
学
は
歴
史
家
の
研
究
を
限
定

し
、
指
導
す
る
問
題
を
提
起
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
反
対
に
、
歴
史
家
は
社
会
学
に
回
答
の
要
素
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

二
つ
の
学
問
は
、
こ
の
好
意
的
な
奉
仕
の
交
換
と
い
う
便
宜
に
よ
っ
て
相
互
に
利
益
を
得
ら
れ
こ
そ
す
れ
、
損
を
す
る
こ
と
は
な
い

(15) 

で
あ
ろ
う
。

引
用
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
学
批
判
の
骨
子
は
、
歴
史
学
は
個
別
的
な
歴
史
現
象
の
記
述
科
学
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
帰
納
や
仮
説
や
比
較
の
活
用
に
よ
っ
て
、
説
明
科
学
に
ま
で
高
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
無
限
に
存
在

す
る
経
験
的
事
実
の
な
か
か
ら
、
あ
る
事
実
を
選
択
す
る
規
準
を
歴
史
学
は
も
つ
必
要
が
あ
り
、

そ
の
規
準
を
歴
史
学
に
与
え
う
る
も
の

7 - 3•4 -791 (香法'88)
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的
に
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

よ、
,
1
 

こ
の
点
で
は
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
を
肯
定

こ
そ
、
社
会
学
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
歴
史
学
を
社
会
学
に
包
摂
せ
ん
と
す
る
こ
の
大
望
は
、

の
ち
に
「
社
会
学
（
帝
国
）
主
義
」

と
か
「
各
々
の
学
問
の
存
在
理
由
を
認
め
な
い
で
他
の
学
問
に
自
分
の
優
位
を
認
め
さ
せ
る
」
と
い
う
批
判
を
招
く
こ
と
に
な
る
が
、

ケ
ー
ム
の
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
批
判
に
明
ら
か
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
『
社
会
学
年
報
』
の
な
か
で
、

(17) 

応
用
さ
れ
た
歴
史
の
方
法
』
を
と
り
あ
げ
て
、
批
判
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、

中
心
に
お
き
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の

む

し
ろ
こ
の
時
点
で
は
、
社
会
学
の
制
度
化
に
賭
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
意
気
込
み
の
表
わ
れ
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
学
批
判
は
、
あ
く
ま
で
も
社
会
学
の
擁
護
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ュ
ル

し
か
も
歴
史
を
主
観
的
構
築
物
に
還
元
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
見
解
は
、
三
年
前

の
『
歴
史
学
入
門
』
の
な
か
に
散
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

に
よ
り
、
必
然
的
に
主
観
的
科
学
で
あ
る
」
と
か
、

そ
の
な
か
で
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
、

「
歴
史
は
、

そ
の
資
料
の
性
質
そ
の
も
の

「
歴
史
は
、
今
な
お
形
成
の
途
次
に
あ
る
政
治
的
な
い
し
社
会
的
諸
科
学
の
完
成
に
も

不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
、

「
幾
人
か
の
社
会
学
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て

い
る
『
社
会
的
事
実
』
と
い
う
の
は
、
哲
学
的
構
成
物
で
あ
っ
て
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
：
文
は
、

(18) 

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
の
根
本
概
念
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
う
て
い
座
視
し
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
誤
り
を
、
社
会
科
学
概
念
の
誤
解
に
あ
る
と
み
て
、
自
己
の
社
会
科
学

(11社
会
学
）
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
い
え
ど
も
、
史
料
批
判
や
歴
史
批
判
の
方
法
の
重
要
性
を
認
め
て
お
り
、

ま
た
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
と
ラ
ン
グ
ロ
ワ
の

『
歴
史
学
入
門
』
を
書
評
し
た
ド
ミ
ニ
ク
・
パ
ロ
デ
ィ
も
、
歴
史
学
の
科
学
性
や
歴
史
学
と
社

(19) 

会
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
見
解
に
批
判
を
放
っ
た
。
パ
ロ
デ
ィ
は
、
歴
史
学
が
独
立
科
学
で
あ
る
と
い
う
セ
ー
ニ
ョ

ボ
ス
の
主
張
を
否
定
し
、
歴
史
学
は
個
別
事
象
を
取
り
扱
い
、
社
会
科
学
に
素
材
を
提
供
す
る
「
宝
庫
」

で
あ
り
、
歴
史
学
と
社
会
学
と

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
歴
史
を
社
会
科
学
の

『
社
会
科
学
に

四

0
四
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が
引
用
し
、

一
九
六

0
年
に

は
結
合
し
て
こ
そ
、
「
完
全
な
科
学
」
と
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
同
じ
観
点
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ミ
ア
ン

と
こ
ろ
で
、

(20) 

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
カ
ラ
デ
ィ
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
学
問
的
生
涯
を
「
半
挫
折

s
e
m
i
‘
e
c
h
e
c
」
と
捉
え
た
よ
う
に
、

）
 

ヘ

ー
、ツ
J

九

0
年
代
に
は
、
社
会
学
の
制
度
化
を
阻
む
空
気
も
強
か
っ
た
大
学
社
会
に
あ
っ
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
学
批
判
が
、

イ
ン
パ
ク
ト
を
も
ち
え
た
の
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
歴
史
家
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ミ
ア
ン
の
歴
史
の
取

り
扱
い
は
、
あ
る
歴
史
家
の
結
論
を
既
定
の
も
の
と
見
な
し
た
り
、
文
献
を
批
判
的
研
究
も
な
し
に
利
用
す
る
と
い
う
間
接
的
な
も
の
で

(22) 

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
に
好
意
的
な
ポ
ー
ル
・
ラ
コ
ン
ブ
も
、
社
会
学
者
は
こ
れ
ま
で
未
開
に
専
念
し
す
ぎ
て

お
り
、
開
化
し
た
民
族
に
つ
い
て
の
研
究
の
蓄
積
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
歴
史
的
遡
及
法
な
い
し
遡
源

か
れ
の
関
心
が
個
別
的
事
実
よ
り
も
類
型
や
法
則
に
、
歴
史
そ
の
も
の
よ
り
は
、
法
・
道
徳
・
宗
教
・

家
族
・
教
育
と
い
っ
た
領
域
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
学
批
判
の
鋭
さ
を
鈍
ら
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
学
批
判
の
点

で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
よ
り
犀
利
で
あ
っ
た
の
が
、
社
会
経
済
史
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ミ
ア
ン
で
あ
る
。
実
証
主
義
史
学

へ
の
批
判
の
鋭
さ
と
、

氏
の
近
著
に
つ
い
て
の
批
判
的
研
究
ー
|
_
」
と
題
す
る
論
文
を
『
歴
史
総
合
評
論
』
(
-
九

0
三
年
）

(26) 

困
惑
さ
せ
る
戦
い

u
n
e
c
a
m
p
a
g
n
e
を
、
歴
史
家
に
た
い
し
て
始
め
た
」
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

的
方
法
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、

(2) 

四

0
五

シ
ミ
ア
ン

リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
を
始
め
と
し
て
、
若
い
歴
史
家
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
と
い
う
点
で
、

(
4
)
 

/
2
 

を
逸
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

当
時
、
三

0
歳
の
若
き
哲
学
の
ア
グ
レ
ジ
ェ
で
あ
っ
た
シ
ミ
ア
ン
は
、
「
歴
史
の
方
法
と
社
会
科
学
|
|
_
ラ
コ
ン
ブ
氏
と
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス

(25) 

に
掲
載
し
、
「
歴
史
家
を
お
お
い
に

一
九
二
二
年
以
来
し
ば
し
ば
フ
ェ
ー
ヴ
ル

(27) 

『
年
報
ー
ー
ー
経
済
・
社
会
・
文
明
』
が
再
録
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
論
文
で
あ
る
。

ど
れ
ほ
ど
の 八
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場
は
、
実
証
科
学
の
否
定
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ミ
ア
ン
に
と
っ
て
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
同
様
に
、
「
社
会

的
事
実
」
．
「
社
会
的
要
素
」
．
「
社
会
現
象
」

た
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

道
具
と
し
て
シ
ミ
ア
ン
が
利
用
す
る
の
は
、

‘
‘
~
、

シ
ミ
ア
ン
カ

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
否
定
し
た
抽
象
・
概
念
・
類
型
の
積
極
的
使
用
で
あ
る

シ
ミ
ア
ン
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
「
伝
統
的
歴
史
学
と
新
し
い
社
会
科
学
」
と
の
関
係
で
あ
る

(p.
1
)

。
立
論
の
前
提
を
な
す
ラ
イ
ト
モ
チ

ー
フ
は
、
社
会
現
象
を
研
究
す
る
社
会
科
学
も
、
間
接
的
認
識
の
方
法
で
あ
る
「
歴
史
の
方
法
」
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
歴
史
家

と
社
会
科
学
者
と
の
間
に
は
、
歴
史
の
構
成
の
段
階
に
お
い
て
分
岐
が
存
在
し
て
お
り
、

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(pp.
2
-
3
)

。

的
研
究
に
代
え
る
こ
と
」
を
、

「
新
し
い
世
代
の
仕
事
」

シ
ミ
ア
ン
が
依
拠
す
る
の
は
、
勿
論
、

「
実
証
科
学
」
の
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
は

本
来
の
意
味
で
の
、
自
然
科
学
的
な
実
証
主
義
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
シ
ミ
ア
ン
は
、
「
伝
統
的
歴
史
学
」
の
方
法
論
が
、

実
証
的
社
会
科
学
の
方
法
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
指
弾
し
、
「
伝
統
的
方
法
を
、
科
学
的
説
明
を
可
能
と
す
る
人
間
現
象
の
実
証
的
客
観

で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る

(p.
1
5
7
)

。

シ
ミ
ア
ン
が
批
判
の
対
象
と
し
た
の
は
、
概
説
史
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
「
歴
史
の
た
め
の
歴
史
家
h
i
s
t
o
r
i
e
n
h
i
s
t
o
r
i
s
a
n
t
J
 
(p. 3
)

の

思
想
と
実
践
で
あ
る
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
よ
る
と
、
ラ
コ
ン
ブ
と
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
二
人
が
批
判
の
俎
上
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
社
会
学
の
方
法
の
摂
取
を
主
張
し
て
い
た
ラ
コ
ン
ブ
に
は
好
意
的
評
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
標
的
は
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
で
あ

た
の
で
あ
る
。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
原
子
論
的
社
会
観
•
原
因
概
念
・
歴
史
の
構
成
方
法
・
事
実
の
分
類
な
ど
を
、
逐
一
、
批
判
し

こ
の
よ
う
な
シ
ミ
ア
ン
の
批
判
は
、
他
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ミ
ア
ン
と
比
べ
て
も
、

そ
の
批
判
の
広
さ
と
深
さ
の
点
で
際
吃
っ

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
主
観
的
心
理
主
義
的
な
歴
史
観
や
原
子
論
的
な
社
会
把
握
を
批
判
し
た
の
は
、

て
い
る
と
言
い
う
る
。

っ
た
。

シ
ミ
ア
ン
は
、

は
心
理
的
か
つ
主
観
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
客
観
的
か
つ
集
合
的
に
実
在
す
る
の
で
あ
っ

「
実
証
科
学
の
役
割
は
、
主
観
か
ら
客
観
を
取
り
だ
す
こ
と
」

(p.
6
)

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
的

(p. 
10, p. 1
4
8
)

。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
立

こ
の
分
岐
に
関
す
る
認
識
論
的
諸
問
題
を
考
察

四

0
六
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こ
う
し
て
「
社
会
現
象
の
客
観
的
考
察
」
を
め
ざ
す
「
『
社
会
学
的
抽
象
』
が
、
規
則
性
・
法
則
性
・
科
学
的
説
明
に
導
く
か
ど
う
か
を
研

究
す
る
」

(p.
1
2
.
 
傍
点
、

イ
タ
リ
ッ
ク
）
こ
と
が
、
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
こ
そ
、
「
伝
統
的
歴
史
学
の
精
神
」
と
シ
ミ

こ
の
よ
う
な
方
法
上
の
相
違
を
生
む
基
底
に
は
、
歴
史
の
説
明
に
関
わ
る
「
原
因
概
念
」
の
相
違
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
シ
ミ
ア
ン
は
、

セ
ー
ニ
1

ボ
ス
が
必
要
条
件
や
十
分
条
件
を
原
因
と
混
同
し
て
い
る
こ
と
、
誘
因
に
よ
る
説
明
で
満
足
し
て
い
る
こ
と
、
社
会
現
象
の
原

因
を
個
人
の
モ
チ
ー
フ
に
還
元
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
る

(
p
p
.
1
4ー

1
7
)

。

念
」
は
、

J
.
S
・
ミ
ル
に
依
拠
し
た
厳
密
に
実
証
的
な
概
念
で
あ
っ
た
。

的
な
前
件
現
象
」
の
こ
と
で
あ
り
、
因
果
関
係
と
は
「
安
定
し
た
関
係
、
規
則
性
、
法
則
」
を
意
味
し
て
い
た

(p.
1
7
)

。
こ
の
定
義
に
従

え
ば
、
反
復
す
る
事
実
や
規
則
的
な
も
の
が
注
目
さ
れ
、
特
異
な
事
実
や
偶
然
的
な
も
の
が
退
け
ら
れ
る
の
は
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
ろ
う
。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
や
ア
ン
リ
・
オ
ー
ゼ
ル
が
ド
イ
ツ
史
学
か
ら
摂
取
し
た
説
明
原
理
と
し
て
の
「
社
会
的
連
関
ふ
'
Z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
"
social
」

こ
の
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

シ
ミ
ア
ン
は
、
「
社
会
的
連
関
」
が
有
効
性
を
も
つ
の
は
、
研
究
を
一
っ
の
社
会
に
制
限

す
る
こ
と
な
く
、
複
数
の
社
会
と
の
比
較
や
論
理
的
抽
象
の
操
作
に
よ
っ
て
、

ら
か
に
し
え
た
場
合
の
み
で
あ
り
、

そ
の
と
き
に
は
、

そ
の
連
関
は
因
果
関
係
を
も
ち
う
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る

ま
た
事
実
を
引
き
だ
す
資
料

d
o
c
u
m
e
n
t
に
つ
い
て
も
、

「
歴
史
の
構
成
」
に
つ
い
て
は
、

も、 ア
ン
た
ち
と
の
分
岐
点
な
の
で
あ
る
。

四
0
七

こ
の
「
精
神
の
方
向
」
を
こ
そ
変
ね
ば
な
ら
な

そ
れ
に
た
い
し
て
、

シ
ミ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
「
現
象
の
原
因
と
は
、
不
変
で
無
条
件

そ
の
連
関
に
同
一
的
で
規
則
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明

(
p
p
.
 1
3
4—1
3
8
)
。

シ
ミ
ア
ン
は
、
資
料
の
主
観
的
性
質
を
認
め
る
が
、
研
究
が
事
件
や
意
図
に

で
は
な
く
て
、
制
度
や
現
象
間
の
客
観
的
関
係
に
向
け
ら
れ
る
な
ら
、
資
料
は
主
観
性
を
減
殺
し
う
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た

(p.
2
1
)

。

シ
ミ
ア
ン
は
、
事
実
の
収
集
か
ら
構
築
に
い
た
る
ま
で
を
司
る
枠
組
の
重
要
性
を
指
摘
す
る

(
p
p
.
1
3
1
 

ー

1
3
3
)

。
そ
の
枠
組
と
は
、
「
構
成
的
仮
説
」

(p.
1
4
8
)

の
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
歴
史
学
に
不
足
し
て
い
る
の
は
、
資
料
で
は
な
く
て
「
構

成
的
精
神
」
な
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
材
料
で
は
な
く
て
、
「
精
神
の
方
向
」
で
あ
り
、

シ
ミ
ア
ン
が
提
示
し
た
「
原
因
概

7-3•4-795 (香法'88)



し
広
い
視
野
か
ら
一
八
九

0
年
代
の
歴
史
学
の
状
況
を
検
討
し
よ
う
。

版
さ
れ
た
歴
史
学
方
法
論
の
著
作
を

1

督
し
て
お
き
た
い
。
転
形
期
の
実
証
主
義
史
学
を
め
ぐ
る
議
論
の
状
態
と
、

で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
現
代
歴
史
学
の
成
立
と
い
う
見
地
か
ら
も
、

総
合
評
論
』
を
主
要
な
活
動
の
場
と
し
た
ベ
ー
ル
の
努
力
が
、

い
。
な
ぜ
な
ら
「
材
料
は
、
精
神
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
抽
象
さ
れ
分
類
さ
れ
整
序
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
存
在
す
る
」
か
ら
で
あ
る
(p.
1
5
1
)
 0
 

「
探
究
的
分
析
は
、
科
学
の
建
設
的
総
合
に
従
い
、
同
時
に
、
総
合
は
、
分
析
に
基
づ
き
、
分
析
に
支
え
ら
れ
つ
つ
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

(p. 1
4
8
)

こ
の
よ
う
に
シ
ミ
ア
ン
は
、
歴
史
に
お
け
る
総
合
の
重
要
性
お
よ
び
総
合
と
分
析
の
不
可
分
の
関
係
を
述
べ
、
伝
統
史
学
の
「
三

つ
の
イ
ド
ラ
」
と
の
闘
い
を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る

(
p
p
.
1
5
4ー

1
5
6
)

。
第
一
に
、
事
件
の
歴
史
で
あ
る
政
治
史
を
中
心
に
置
く
政
治
の
イ

ド
ラ
、
第
二
に
、
歴
史
を
制
度
や
社
会
現
象
と
の
関
わ
り
か
ら
で
は
な
く
、
個
々
人
の
歴
史
と
し
て
考
え
る
個
人
の
イ
ド
ラ
、
第
一
一
一
に
、

各
時
代
を
等
し
く
重
要
と
考
え
、
歴
史
を
す
べ
て
の
部
分
が
同
じ
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
切
れ
目
の
な
い
巻
物
と
理
解
す
る
年
代
学
の
イ
ド

ラ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
伝
統
的
歴
史
学
の
欠
陥
を
別
出
し
た
シ
ミ
ア
ン
論
文
は
、
大
き
な
反
牌
を
惹
き
起
こ
し
、

実
証
主
義
史
学
へ
の
第
二
の
批
判
は
、
伝
統
的
な
人
文
科
学
た
る
歴
史
哲
学
の
領
野
か
ら
放
た
れ
た
。

れ
で
あ
る
。

H
・
ベ
ー
ル
は
、
当
時
、
一
―

1
0代
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。

口
歴
史
哲
学
か
ら
の
批
判

者
と
の
論
争
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
①
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

の
ち
の
歴
史
家
と
社
会
学

ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
の
批
判
が
そ

か
れ
の
挑
戦
は
、
総
合
を
時
期
尚
早

と
考
え
る
歴
史
学
か
ら
は
無
視
さ
れ
、
膝
下
の
哲
学
か
ら
も
哲
学
本
来
の
領
域
か
ら
外
れ
た
仕
事
と
し
て
黙
殺
さ
れ
た
。

し
か
し

ア
ナ
ー
ル
学
派
の
第
一
世
代
を
育
ん
だ
こ
と
は
、
今
日
で
は
固
知
の
事
実

ベ
ー
ル
に
関
心
が
注
が
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ベ
ー
ル
の
伝
統
的
歴
史
学
批
判
を
見
る
前
に
、 四

0
八

も
う
少

ほ
ぼ
同
時
期
に
出

そ
の
な
か
か
ら
叫
々

『
歴
史
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あ
る
ポ
ー
ル
・
ム
ー
ジ
ュ
オ
ル

P
a
u
l
M
o
u
g
e
o
l
l
e
が

の
声
を
あ
げ
た
『
歴
史
総
合
評
論
』

方
法
の
探
究

の
背
景
を
知
る
た
め
に
も
、

そ
れ
は
不
nJ
欠
な
作
業
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
八
」
ハ

0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
歴
史
学
の
科
学
化
が
、
精
緻
な
文
献
考
証
や
厳
格
な
史
料
批
判
の
方
法
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
に

『
歴
史
・
文
学
批
評
雑
誌
』
や
『
史
学
雑
誌
』
に
よ
る
方
法
の
喧
伝
と
監
視
な
ど
に
負
っ
て
い
た
。

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
個
人
的
才
能
、
高
等
研
究
院
第
四
部
の
組
織
的
努
力
、

い
ざ
考
証
や
批
判
の
具
体
的

方
法
と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
家
の
判
断
と
能
力
に
任
さ
れ
て
お
り
、
体
系
化
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
エ
ル

m
a
n
u
e
l
は
存
在
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
し
て
や
歴
史
の
構
成
方
法
や
歴
史
認
識
の
客
観
性
と
い
っ
た
科
学
方
法
論
的
な
考
察
は
、
欠
落
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
な
る
ほ
ど
バ
ッ
ク
ル
や
テ
ー
ヌ
は
自
著
の
一
巻
な
い
し
一
章
を
歴
史
哲
学
的
考
察
に
あ
て
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
否
定
し
え

(28) 

な
し
し
か
し
一
八
八

0
年
代
の
後
半
ま
で
、
こ
こ
で
検
討
に
値
す
る
よ
う
な
歴
史
学
の
認
識
論
的
諸
問
題
を
考
察
し
た
本
格
的
な
書
物

(29) 

が
著
わ
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
何
よ
り
も
理
論
や
方
法
の
欠
如
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
が
歴
史
家
の
一
部
に
自

(30) 

一
八
八

0
年
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
証
主
義
史
家
が
「
方
法
論
学
派
」
と
形
容
さ
れ
る
理
由
も
諒
解
し
う
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
方
法
の
欠
如
を
自
覚
し
、
方
法
を
希
求
し
た
か
れ
ら
の
学
的
態
度
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
方
法
の
探
究
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
歴
史
学
の
隣
接
領
域
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

両
者
は
と
も
に
本
職
の
歴
史
家
で
は
な
か
っ
た
し
、

覚
さ
れ
始
め
る
の
が
、

つ
い
て
は
多
吾
を
要
し
な
い
。
そ
れ
は
、

(1) 

『
歴
史
の
諸
問
題
』
を
著
わ
し
、

四

0
九

一
八
八
八
年
に
は
哲
学
者
の
ル
イ
・
ブ
ー
ル
ド
ー

(31) 

Louis B
o
u
r
d
e
a
u
が
『
歴
史
と
歴
史
家
ー
ー
ー
実
証
科
学
と
し
て
考
え
ら
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
の
批
判
的
試
論
』
を
著
わ
し
た
。
ム
ー

ジ
ュ
オ
ル
の
著
書
は
、
歴
史
哲
学
の
領
域
に
属
す
る
本
で
あ
り
、
プ
ー
ル
ド
ー
の
著
書
は
、
歴
史
学
方
法
論
の
領
域
に
属
す
る
本
で
あ
る
。

か
れ
ら
の
著
書
が
今
日
ま
で
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
が
、

か
れ
ら
の

一
八
八
六
年
に
理
工
科
学
校
の
出
身
で

し
か
し
、
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一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
初
頭
の
方
法
論
争
に
接
続
し
て
い
っ
た
が
ゆ
え
に
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
れ
ら
は
と

も
に
、
進
歩
史
観
と
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主
義
に
依
拠
し
、
統
計
学
を
重
視
す
る
な
ど
の
共
通
点
も
多
い
論
を
展
開
し
て
い
る
。
今
少

「
歴
史
に
環
境
の
影
脚
（
と
い
う
考
え
）
を
導
入
し
た
最
初
の
近
代
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
」

(
p
.
4
3
2
)

ヘ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、

あ
っ
た
。
そ
れ
は
か
れ
が
、
遺
伝
や
種
族
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
た
生
物
学
的
理
論
を
拒
否
し
、
環
境
を
重
視
し
た
地
理
学
的
歴
史
観
を

展
開
し
た
と
こ
ろ
に
示
さ
れ
て
い
る
（
第
二
部
第
三
編
お
よ
び
第
三
部
）
。

集
団
の
階
級
間
の
不
平
等
の
起
源
」
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る

候
や
風
土
に
求
め
る
点
で
（
第
四
部
）
、
地
理
的
決
定
論
と
い
う
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
と
言
い
う
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
を
認
め
た
う
え
で

な
お
重
要
な
の
は
、
ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
の
素
朴
実
証
主
義
批
判
で
あ
る
。
か
れ
の
基
本
的
な
立
場
は
、
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主
義
で
あ
り
、

ロ

ワ

進
歩
史
観
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
か
れ
が
、
「
偶
然
的
変
化
は
人
類
史
で
は
重
ん
じ
ら
れ
な
い
」

(
p
.
3
2
7
)

と
か
、
「
法
則
が
人
類
を
支
配
す

ロ

ワ

る
」
．
「
社
会
は
法
則
に
従
う
」

(p.
4
3
)

と
断
言
し
た
り
、
「
歴
史
学
は
十
分
に
進
歩
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
社
会
の
進
化
を
詳
細
に

描
写
し
え
な
い
」

(
p
p
.
2
2
2
-
2
2
3
)
 

て
批
判
し
た

(
p
.
2
2
3
)

。

ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
や
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
衣
鉢
を
継
ぐ
も
の
で

か
れ
の
見
る
と
こ
ろ
、
種
族
理
論
で
は
「
社
会
集
団
間
や
同

1

(p. 2
3
1
)

。
も
っ
と
も
、

（
第
一
部
第
三
編
）
、
英
・
独
•
仏
三
国
の
歴
史
学
や
生
物
学
の
力
点
の
相
違
を
地
形
や
気

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
歴
史
l'histoire
d
e
 l
a
 
r
e
g
l
e
」
を
目
ざ
さ
な
い

「
偶
然
の
歴
史
l'histoire
d
e
 !
'
a
c
c
i
d
e
n
t
」
を
指
弾
す
る
の
で
あ
る

と
誇
示

い
わ
ば
頂
上
の
探
検
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
光
も
射
さ
な
い
峡
谷
を
冒
険
す
る
気
も
な
い
と
比
喩
を
ま
じ
え

か
れ
が
批
判
す
る
「
偶
然
の
歴
史
」
と
は
「
戦
闘
史
l
'
h
i
s
t
o
i
r
e
'
b
a
t
a
i
l
l
e
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
事
実
間
の
関
係

と
い
う
忍
耐
の
い
る
研
究
に
専
念
し
な
い
で
、
奇
妙
な
偶
然
の
．
致
や
突
飛
な
関
係
に
注
意
を
向
け
る
」
歴
史
で
あ
っ
た

(p.
3
8
)

。
「
歴

れ
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
は
、

明
の
発
達
の
関
係
を
法
則
と
し
て
提
示
し
た
り

し
た
よ
う
に
、

か
れ
の
歴
史
哲
学
は
、

ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
が

し
く
両
者
の
歴
史
論
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

議
論
は
、

(p. 3
8
)

。
か

ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
は
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、

「
法
則

か
れ
の
理
論
は
、
高
度
や
緯
度
と
文

四
一
〇
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世紀転換期フランスの史学論争(・)(渡辺）

ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
の
書
物
が
出
版
さ
れ
て
二
年
後
に
、
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主
義
に
基
づ
く
歴
史
理
論
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
が
、

(33) 

正
統
派
の
コ
ン
ト
主
義
者
で
あ
る
ブ
ー
ル
ド
ー
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
『
歴
史
と
歴
史
家
』
を
、
「
歴
史
は
作
り
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

や
む
し
ろ
、
歴
史
は
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
」

(p.
1
)

と
い
う
大
胆
な
主
張
で
始
め
た
。

た
め
に
は
、
次
の
四
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
第
一
に
、
対
象
が
明
確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
解
決
す
べ
き
問

が
っ
た
と
い
う
点
で
、

ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
に
論
及
す
る
価
値
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

理
論
化
の
度
合
は
ク
セ
ノ
ポ
ル
の
方
が
高
い
の
で
あ
る
が
、

か
れ
は
歴
史
が
科
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

『
歴
史
の
諸
問
題
』
が
ク
セ
ノ
ポ
ル
に
刺
激
を
与
え
、

四

し)

の
ち
の
史
学
論
争
に
繁

ジ
ュ
オ
ル
の
書
物
か
ら
、

ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
の
時
ム
ー

史
に
お
い
て
は
、
変
則
的
な
も
の
や
偶
然
は
主
要
な
役
割
を
演
じ
な
い
」

(p.
4
1
4
)
 

ろ
う
か
。

関
係
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
は
地
理
学
的
法
則
で
あ
る
。

と
考
え
る
ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
が
、
国
王
・
予
言
者
・
征

服
者
・
立
法
者
な
ど
の
歴
史
上
の
偉
大
な
個
性
を
過
大
評
価
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る

外
を
退
け
、
大
衆
・
通
常
・
法
則
を
対
置
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

か
れ
の
言
う
「
歴
史
法
則
u
n
e
loi h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
」
と
は
何
で
あ

そ
れ
は
第
一
に
「
事
実
の
全
体
」
、
第
二
に
「
時
間
と
空
間
と
い
っ
た
壮
大
な
変
数
L

の
二
要
素
の
関
係
と
要
約
さ
れ
る
(p.
9
7
)

。

事
実
間
の
関
係
と
は
因
果
関
係
の
こ
と
で
あ
り
、
時
間
と
事
実
と
の
関
係
の
中
心
を
な
す
の
は
「
進
歩
」
思
想
で
あ
り
、
空
間
と
事
実
の

か
く
し
て
地
理
学
的
歴
史
観
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
れ
は
統
計
の
利

用
に
よ
っ
て
こ
そ
、
「
こ
れ
ま
で
例
外
の
研
究
で
し
か
な
か
っ
た
歴
史
は
、
法
則
の
研
究
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
(p.
1
9
7
.
 
そ
の
他
p.
4
1
 `
 
p. 4
3
)
 

と
、
統
計
を
用
い
た
新
し
い
歴
史
に
つ
い
て
語
り
も
す
る
が
、
地
理
的
決
定
論
へ
と
大
き
く
傾
斜
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
の
歴
史
論
は
、
世
紀
末
に
ク
セ
ノ
ポ
ル
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
ム
ー
ジ
ュ
オ

(32) 

ル
の
生
物
学
的
理
論
の
拒
絶
や
地
理
的
歴
史
観
を
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
批
判
と
同
時
に
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、

の
ち
の
か
れ
の
理
論
的
展
開
に
と
っ
て
有
益
な
着
想
を
得
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

間
と
空
間
に
よ
る
事
実
の
二
分
法
や
「
歴
史
系
列
les
s
e
r
i
e
s
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
」
(p.
8
9
)

と
い
う
考
え
で
あ
る
。
勿
論
、
後
述
す
る
よ
う
に

（
第
一
一
部
第
一
編
）
。

か
れ
は
、
個
人
・
異
常
・
例
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場
合
で
し
か
な
い
」
と
述
べ
る

連
続
的
な
共
通
の
事
実
で
あ
る

す
な
わ
ち
ブ
ー
ル
ド
ー
は
、

題
が
合
理
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
を
も
つ
こ
と
、
第
四
に
、
獲
得
さ
れ
た
知
識
が
法

則
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
以
上
、

p.
1
)

。
ブ
ー
ル
ド
ー
は
、
現
在
の
歴
史
学
が
こ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
を
批
判
し
、

こ
の
条
件
を
満
た
す
歴
史
理
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

素
朴
実
証
主
義
の
批
判
と
い
う
点
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。

い
う
個
人
と
有
名
な
事
件
の
み
を
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
を
徹
底
的
に
批
判
す
る
。

第
二
章
）
。

か
れ
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
、
英
雄
や
エ
リ
ー
ト
と

か
れ
は
「
人
間
の
一
般
性
を
観
察
し
な
い
で
人
物
し

か
見
ず
、
理
性
の
働
き
を
探
ら
な
い
で
出
来
事
を
物
語
る
に
と
ど
め
る
」
歴
史
家
を
批
判
す
る
の
で
あ
る

(p.
1
2
)

。

人
や
事
件
は
一
時
的
価
値
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
労
働
者
の
い
な
い
発
明
家
、
公
衆
の
い
な
い
芸
術
家
、
弟
子
の
い
な
い
学

者
、
兵
士
の
い
な
い
将
軍
、
臣
下
の
い
な
い
王
、
信
者
の
い
な
い
予
言
者
、
．
か
れ
ら
は
皆
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
大
衆

foule
や
民
衆

p
e
u
p
l
e
を
無
視
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
（
第
一
編

か
れ
が
対
置
す
る
歴
史
は
、
「
非
個
体
的
・
一
般
的
」
性
格
の
歴
史

(p.

109)
、
換
言
す
れ
ば
、
全
体
的
・
社
会
的
な
歴
史
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
代
々
の
人
口
動
態
や
富
の
状
態
を
確
認
し
、

1
2
7
)

。
こ
の
よ
う
な
主
張
の
理
論
的
根
拠
を
示
す
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
増
減
の
原
因
を
証
明
し
、
嗜
好
の
変
化
・
科
学
の
進
歩
・
習

俗
の
改
良
・
公
的
自
由
の
拡
大
を
説
明
す
る
」
歴
史
で
あ
り
、
「
衣
食
住
の
歴
史
、
芸
術
・
思
想
・
道
徳
の
歴
史
」

か
れ
は
諸
事
実
を
「
出
来
事

e
v
e
n
e
m
e
n
t
s
」
と
「
関
数

fonctions
」
と
い

う一
1

種
類
に
分
類
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。
前
者
の
事
実
は
、
偶
然
的
で
一
時
的
な
例
外
の
事
実
で
あ
り
、
後
者
の
事
実
は
、
規
則
的
で

(p. 
llO)
。
こ
れ
ら

1

一
種
類
の
事
実
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

か
れ
に
と
っ
て
、
偉

そ
の
役
割
を
失
う
」
か
ら
で
あ
る

(p.

107) 0 

で
あ
っ
た

ブ
ー
ル
ド
ー
は
「
出
来
事
は
関
数
の
特
殊
な

(p. 1
3
2
)

。
そ
し
て
「
出
来
事
の
物
語
に
満
ち
た
歴
史
」
が
、
例
外
の
事
実
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を

非
難
し
(p.
1
1
1
)

、
「
い
か
な
る
偶
然
も
研
究
に
値
し
な
い
」

(p.
1
2
2
)

、
「
関
数
的
事
実
の
研
究
こ
そ
、
人
間
生
活
の
認
識
に
と
っ
て
最
も

価
値
が
あ
る
」
と
断
定
し
、
歴
史
に
お
け
る
原
因
の
究
明
に
お
い
て
も
、
「
出
来
事
を
関
数
に
従
属
さ
せ
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る

四

(
p
p
.
 1
2
6ー
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世紀転換期フランスの史学論争（一）（渡辺）

こ
こ
ま
で
ブ
ー
ル
ド
ー
の
主
張
を
検
討
し
て
き
た
わ
れ
わ
れ
は
、

か
れ
が
歴
史
の
方
法
と
し
て
「
数
学
的
方
法
」
を
提
出
し
て
も
驚
か

ば
な
ら
な
い
」

(p.

11) 
と
い
う
歴
史
の
定
義
も
、

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
る

(
p
.
 1
3
1
)

。
な
ぜ
な
ら
ブ
ー
ル
ド
ー
に
は
、
規
則
的
事
実
こ
そ
「
科
学
研
究
の
真
の
対
象
」

体
的
・
断
続
的
・
不
規
則
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
普
遍
的
・
漸
進
的
・
連
続
的
な
も
の
」
を
対
象
と
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
か
ら
で

(p. 9
4
)

。
「
漸
進
と
連
続
の
法
則
は
理
性
の
発
達
を
支
配
す
る
」

(p.
2
8
)
 

は
理
性
の
諸
発
達
の
科
学
で
あ
る
」

(p.
5
)

と
か
、
「
歴
史
の
対
象
は
、
理
性
が
導
き
、
理
性
が
影
饗
を
被
る
諸
事
実
の
普
遍
性
を
含
ま
ね

な
い
で
あ
ろ
う
。
ブ
ー
ル
ド
ー
は
「
数
学
的
方
法
は
物
語
的
方
法
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
で
あ
り
、
数
学
に
よ
っ
て
物
語
を
置
換
す
べ
き

で
あ
る
」
(
p
.
2
8
9
)

と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
「
科
学
の
永
遠
の
公
準
た
る
確
実
性
が
、
物
語
史
に
は
欠
け
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
(
p
.
2
8
1
)

。

数
学
的
方
法
と
は
統
計
的
方
法
の
こ
と
で
あ
る
。

で
あ
り

(
p
.
1
2
3
)

、
「
実
証
的
歴
史
」
は
「
個

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
歴
史

か
れ
に
と
っ
て
統
計
学
は
、
「
数
字
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
社
会
的
事
実
の
科
学
」
で
あ

っ
た
(
p
.
2
8
9
)

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ブ
ー
ル
ド
ー
は
ム
ー
ジ
ュ
オ
ル
よ
り
も
詳
細
な
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
「
統
計
に
よ
る
歴
史
学

(34) 

の
革
新
」

(
p
p
.
3
1
7ー

3
2
4
)

を
要
求
し
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
か
れ
が
、
数
学
と
の
「
親
密
で
豊
か
な
同
盟
」
を
結
ぶ
よ
う
に

歴
史
学
に
要
請
す
る
の
も

(
p
.
2
9
1
)

、
歴
史
は
法
則
を
打
ち
た
て
る
能
力
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
科
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
考
え

一
般
法
則
と
特
殊
法
則
に
区

て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
p
.
3
2
8
)

。
そ
れ
で
は
か
れ
の
考
え
る
法
則
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
は
法
則
を
、

分
し
、
さ
ら
に
特
殊
法
則
を
秩
序
の
法
則
と
関
係
の
法
則
に
細
分
す
る
。
一
般
法
則
と
は
進
歩
の
法
則
で
あ
り
、
そ
の
数
学
的
公
式
化
が

企
て
ら
れ
も
し
て
い
る
。
特
殊
法
則
の
な
か
の
秩
序
の
法
則
と
は
、
事
物
の
類
似
性
に
関
わ
る
法
則
で
あ
り
、
関
係
の
法
則
と
は
事
物
の

変
化
に
関
わ
る
法
則
で
あ
る
。
秩
序
の
法
則
で
は
統
計
が
重
視
さ
れ
、
関
係
の
法
則
で
は
因
果
が
重
視
さ
れ
る
（
第
四
編
第
二
章
）
。
ブ
ー

ル
ド
ー
は
こ
れ
ら
の
法
則
に
よ
っ
て
、
特
異
な
事
実
も
予
測
の
可
能
性
を
高
め
る
と
記
す
が
、
基
本
的
に
は
「
法
則
が
支
配
す
る
体
系
に

お
い
て
は
、
偶
然
が
存
す
る
場
所
は
な
い
」

(
p
.
3
4
1
)
 

と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

四
一
三
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る゚
ゴ
リ
ウ
ス

G
r
e
g
o
i
r
e
d
e
 T
o
u
r
s
が
著
わ
し
た

文
献
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・

ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
歴
史
解
釈
に
疑
問
を
提
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
「
早
ま
っ
た
比
較
は
、
歴
史
に
多
く
の
誤
り
を
も
た
ら
し
た
」

と
い
う
後
者
の
全
面
的
反
論
を
招
来
し
て
終
わ
っ
た
論
争
で
あ
る
。

ー
ル
ド
ー
の
よ
う
な
歴
史
の
認
識
論
に
関
わ
る
議
論
で
は
な
く
て
、
史
料
批
判
や
考
証
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
議
論
で
あ
っ
た
の
で
あ

ー
ラ
ン
ジ
ュ
と
の
間
で
、

「
比
較
」

ブ
ー
ル
ド
ー
の
著
書
が
、

力)

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
ブ
ー
ル
ド
ー
の
歴
史
理
論
は
、
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主
義
的
歴
史
理
論
と
言
い
う
る
。
か
れ
の
理
論
は
、

(35) 

偶
然
・
事
件
・
個
人
を
退
け
、
法
則
・
統
計
・
大
衆
を
重
視
す
る
。
そ
れ
は
史
料
実
証
主
義
と
は
対
蹄
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
理

論
へ
の
賛
否
は
別
と
し
て
、
ブ
ー
ル
ド
ー
が
、
ア
ナ
ー
ル
学
派
よ
り
半
世
紀
以
上
も
早
く
、
「
事
件
史
」
に
反
対
し
て
、
「
全
体
史
」
．
「
日

常
生
活
史
」
．
「
数
量
史
」
．
「
非
個
体
的
歴
史
」
を
主
張
し
た
点
は
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
も
っ
た
の
か
を
判
定
す
る
材
料
を
、
筆
者
は
残
念
な
が
ら
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
や
ク
セ
ノ
ポ
ル
が
批
判
的
に
引
用
し
て
い
る
の
は
、
後
述
す
る
理
由
か
ら
当
然
と
し
て
も
、
不
可
解
な
の
は
、

多
い
と
考
え
ら
れ
る
ラ
コ
ン
ブ
や
シ
ミ
ア
ン
が
ま
っ
た
く
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
と
、

H
・
ベ
ー
ル
も
一
八
九

0
年
の
書
評
以
外
に
は
、

(36) 

三
箇
所
で
控
え
目
に
引
用
す
る
扱
い
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
不
明
の
ま
ま
残
さ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

わ
れ
わ
れ
は
記
憶
に
留
め
て
お
こ
う
。

と
こ
ろ
で
同
じ
時
期
に
、
本
職
の
著
名
な
歴
史
家
の
間
で
論
争
が
な
さ
れ
て
い
た
。

「
分
析
」

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
と
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク

(37) 

か
と
い
っ
た
論
議
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
モ
ノ
ー
が
、

し
か
し
こ
の
論
争
も
、

『
フ
ラ
ン
ク
人
の
歴
史
』

そ
の
実
態
は
と
い
え
ば
、

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
ブ

ト
ゥ
ー
ル
の
グ
レ

一
八
八
八
年
に
ブ
ー
ル
ド
ー
の

四
一
四

共
通
点
も
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世紀転換期プランスの史学論争（一）（渡辺）

d
o
c
u
m
e
n
t
の
取
り
扱
い
方
法
や
、

る
よ
う
に
、
歴
史
の
構
成
方
法
と
い
う
総
合
に
関
わ
る
事
柄
で
は
な
く
て
、
科
学
的
な
歴
史
認
識
の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
ド
キ
ュ
マ
ン

ド
キ
ュ
マ
ン
か
ら
歴
史
的
事
実
を
抽
出
す
る
際
の
諸
注
意
と
い
う
分
析
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。

こ
の
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
論
文
が
、

は
、
心
理
学
的
認
識
で
あ
る
。
」

(p.
9
)

「
歴
史
学
は
心
理
学
の
応
用
で
あ
る
。
」

(p.
2
8
)

「
歴
史
家
は
、
心
理
学
者
た
る
べ
き
で
あ
る
。
」

(p. 
171)
こ
の
よ
う
な
表
現
が
、
随
所
に
見
ら
れ
る
。

当
時
の
社
会
科
学
の
な
か
で
、
心
の
物
理
学
た
る
心
理
学
が
占
め
た
位
置
か
ら
し
て
理
解
し
う
る
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
心
理
学
は
、

実
験
心
理
学
で
は
な
く
て
、
内
観
心
理
学
と
い
う
主
観
の
心
理
学
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
主
観
的
個
人
中
心
的
な
観
点
か
ら
人
間
行
動
や

社
会
生
活
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
立
場
で
あ
り
、
社
会
過
程
に
お
け
る
集
合
的
要
素
の
重
要
性
と
実
在
性
を
重
視
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー

(42) 

ミ
ア
ン
の
立
場
と
は
あ
い
い
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
シ
ミ
ア
ン
の
批
判
に
晒
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
前
節
を
参
照
）
。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
モ
ノ
ー
ヘ
の
反
論
「
歴
史
的
テ
ク
ス
ト
の
分
析
に
つ

(39) 

に
公
表
さ
れ
た
「
歴
史
に
お
け
る
認
識
の
心
理
学
的
諸
条
件
」
の
先
見
性
が
、
理
解
し
う
る
で
あ
ろ

大
御
所
と
な
る
、
あ
の
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
で
あ
る
。
か
れ
は
、

(40) 

フ
ラ
ン
ス
地
方
の
社
会
と
諸
制
度
の
研
究
ー
ー
—
』
に
よ
っ
て
博
士
号
を
取
得
し
、
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
、
女
学
校
用
の
歴
史
教

(41) 

科
書
を
執
筆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
歴
史
学
の
認
識
論
へ
と
研
究
を
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
第
二
世
代
の
実
証
‘E
義
史
家
の

一
八
八
二
年
に
『
一
三
六

0
年
ま
で
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
封
建
制
中
世

は
、
歴
史
認
識
の
科
学
性
の
問
題
を
自
己
の
課
題
と
し
た
稀
有
な
歴
史
家
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
歴
史
に
お
け
る
認
識
の
心
理
学
的
諸
条
件
」

の
な
か
で
述
べ
ん
と
し
た
こ
と
は
、

い
く
つ
か
の
限
界
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
第
一
に
、
心
理
学
主
義
で
あ
る
。
「
歴
史
認
識

三
三
歳
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
講
師
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
歴
史
認
識
の
基
礎
づ
け
を
心
理
学
に
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

う
。
そ
の
著
者
は
、

シ
ャ
ル
ル
・
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
で
あ
っ
た
。

い
て
」
と
同
じ
年
(
-
八
八
七
年
）

こ
の
よ
う
な
学
問
状
況
を
勘
合
す
れ
ば
、

シ
ャ
ル
ル
・
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス

、_
J2
 

,
1し

四
一
五

か
れ
自
身
、
断
り
書
き
し
て
い

こ
の
よ
う
に
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス

7 -3•4 -803 (香法'88)



ろ
に
窺
知
し
う
る
。
た
だ
し
、

史
的
事
実
を
選
択
す
る
規
準
や
歴
史
家
の
問
題
意
識
に
は
論
及
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

問
題
に
な
り
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
は
、

れ
る
よ
う
に
「
歴
史
は
、
研
究
者
が
あ
ら
ゆ
る
先
入
観
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
」
と
か
、
「
先
人
見
は
、
テ
ク
ス
ト
を
正
反
対

(45) 

に
誤
読
さ
せ
る
ほ
ど
、
研
究
者
の
眼
を
曇
ら
せ
る
」
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
論
文
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
限
界
が
あ
る
が
、

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

か
れ
の
思
考
枠
組
は
、
「
個
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
」
（
ゲ
ー
テ
）

め
、
事
実
を
関
係
づ
け
る
と
い
う
実
証
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
れ
が
、
歴
史
と
い
う
も
の
を
、
史
料
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
「
事
実
」
と

こ
れ
ら
の
事
実
を
結
び
つ
け
る
「
法
則
」
の
二
要
素
か
ら
成
り
た
つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
や

(p.
1
)

、
「
歴
史
精
神
の
全
要
素
の
内
で
、
最

も
不
活
発
な
要
素
は
、
科
学
的
精
神
、

成
的
仮
説
」

の
欠
如
で
あ
る
。

第
二
に
、
心
理
学
主
義
の
原
因
を
な
す
ド
キ
ュ
マ
ン
の
問
題
で
あ
る
。
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
、
約
―

0
年
後
に
「
歴
史
は
ド
キ
ュ
マ
ン
で
作

(

4

3

)

(

4

4

)

 

ら
れ
る
」
と
記
す
よ
う
に
、
当
時
、
「
歴
史
の
真
理
は
ド
キ
ュ
マ
ン
の
な
か
に
し
か
な
い
」
と
い
う
の
が
、
科
学
的
な
歴
史
を
志
向
す
る
実

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

証
主
義
史
家
の
基
本
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
。
ド
キ
ュ
マ
ン
自
体
が
、
そ
の
制
作
者
の
知
覚
を
通
し
た
対
象
の
認
識
と
い
う
心
理
作
用
の
産
物

ド
キ
ュ
マ
ン
の
解
読
は
、
心
理
法
則
に
依
拠
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
ド
キ
ュ
マ

ン
を
物
理
的
ド
キ
ュ
マ
ン
と
心
理
的
（
象
徴
的
）

ド
キ
ュ
マ
ン
の
二
つ
に
細
分
し
、

フ
ェ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
主
張
に
見
ら

こ
の
よ
う
な
「
仮
説
」

は
の
ち

ド
キ
ュ
マ
ン
に
よ
っ
て
た
ん
な
る
文
書
資
料
の
み
な

ら
ず
、
建
築
・
図
像
・
絵
画
・
信
仰
・
思
想
な
ど
も
意
味
さ
せ
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
文
書
資
料
中
心
の
説
明
を
与
え
て
お
り
、

の
記
述
史
料
の
偏
重
と
い
う
狭
い
歴
史
理
解
を
は
び
こ
ら
せ
る
一
端
を
垣
間
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、

と
い
う
よ
り
も
、

シ
ミ
ア
ン
の
言
う
「
構

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
、
歴
史
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
留
保
し
た
が
た
め
に
、
無
数
の
事
実
群
の
な
か
か
ら
歴

か
れ
が
や
は
り
、
実
証
主
義
の
時
代
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
す
る

と
い
う
歴
史
主
義
で
は
な
く
て
、
事
実
を
集

す
な
わ
ち
、
個
々
の
事
実
か
ら
法
則
を
探
究
す
る
願
望
で
あ
る
」

(p.

177)
と
述
べ
て
い
る
と
こ

こ
こ
に
言
う
「
法
則
」
が
歴
史
法
則
と
い
っ
た
代
物
で
は
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
セ
ー
ニ
ョ

四
一
六
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世紀転換期フランスの史学論争（一）（渡辺）

レ
・
ラ
コ
ン
ブ

9
_
i
 
3

ポ
ー
J

,'~, 

四
一
七

ボ
ス
は
、
歴
史
は
固
有
の
法
則
を
も
た
ず
、
他
の
諸
科
学
が
歴
史
に
提
供
す
る
法
則
を
援
用
す
る
に
と
ど
ま
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
(p.
2
7
)

。
他
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
対
し
て
開
放
的
で
あ
る
点
は
、
注
目
し
て
よ
い
点
で
あ
ろ
う
が
、

歴
史
学
の
科
学
性
に
つ
い
て
楽
観
的
で
は
な
く
、
歴
史
認
識
は
、
帰
納
・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
・
比
較
等
に
基
づ
く
推
論
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
間

接
的
認
識
で
し
か
な
い
と
結
論
す
る
の
で
あ
る

(46) 

学
で
は
な
く
て
推
測
の
科
学
で
あ
る
」
と
断
言
し
て
、
(
p
p
.
 1
3
f
f
,
 
p. 1
7
8
)

。
そ
し
て
一

0
年
後
に
は
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
「
歴
史
は
観
察
の
科

最
後
に
、
初
期
の
こ
の
論
文
の
な
か
で
、
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
「
事
件
史
」
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
示
す
一
文
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

か
れ
は
、
「
事
件
史
」
を
確
実
性
に
欠
け
る
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
れ
が
、
考
古
学
↓
古
文
書
学
↓
音
声
学
↓
文
法

学
↓
芸
術
史
↓
宗
教
史
↓
法
制
度
史
↓
事
件
史
の
順
に
確
実
性
が
減
っ
て
ゆ
く
と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(p.
2
9
)

。
そ
れ
だ
け
一
層
、
セ

ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
印
象
的
記
述
を
回
避
し
、
確
実
性
を
よ
り
高
め
る
も
の
と
し
て
、
史
料
批
判
の
方
法
の
練
磨
に
精
進
し
、
事
実
探
求
方
法

と
し
て
の
歴
史
の
方
法
を
、
定
式
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ラ
ン
グ
ロ
ワ
と
共
著
の
『
歴
史
学
入
門
』
(
-
八
九
八
年
）
の
三
分
の

二
が
、
史
料
の
内
的
外
的
批
判
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ま
た
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
、
通
史
の
執
筆
に
精
力
的
で
あ
っ
た
こ
と

を
勘
合
す
る
と
興
味
深
い
こ
と
は
、
「
公
衆
は
個
々
の
事
件
の
物
語
を
要
求
す
る
。
歴
史
家
は
公
衆
に
そ
れ
を
与
え
る
べ
く
努
力
す
る
」

(p.

1
7
7
)

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
学
位
論
文
を
執
筆
し
て
以
降
、
実
証
的
歴
史
研
究
か
ら
離
れ
、
歴
史
教
育
や
歴
史
学
方
法
論
に
関
心

を
移
し
、
通
史
し
か
執
筆
し
な
か
っ
た
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
モ
チ
ー
フ
を
暗
示
す
る
一
文
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

如
上
の
諸
特
徴
を
も
つ
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
論
文
が
発
表
さ
れ
て
七
年
後
の
一
八
九
四
年
に
、
ポ
ー
ル
・
ラ
コ
ン
ブ
は
『
科
学
と
し
て
考
え

(47) 

ら
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
』
と
い
う
浩
瀧
な
書
物
を
世
に
問
う
た
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
、
そ
の
購
読
を
お
お
い
に
推
め
た
本

フ
ェ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
と
は
距
離
を
お
く
の
で
あ
る
。

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
シ
ミ
ア
ン
ほ
ど
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こ
の
年
の
ド
イ
ツ
で
は
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
が
、
「
歴
史
と
自
然
科
学
」

と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、

ド
イ
ツ
で
は
文
化
科
学
と
自
然
科
学
の
峻
別
と
い
う
対
蹄
的
な
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

さ
て
、
ラ
コ
ン
ブ
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
、
科
学
的
な
歴
史
学
の
諸
条
件
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

学
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
課
題
で
あ
る
」

(p.
XI)
と
述
べ
て
い
る
。
考
証
を
通
じ
て
集
め
ら
れ
た
諸
事
実
を
科
学
的
二
般
化
に
よ

っ
て
関
係
づ
け
る
こ
と
、
諸
現
象
を
原
因
に
よ
っ
て
説
明
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
探
る
こ
と
が
、

の
た
め
、
歴
史
に
も
あ
る
種
の
予
測
機
能
が
期
待
さ
れ
す
ら
す
る
(
p
p
.
3
6
9
-
3
7
0
)

。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
か
れ
が
も
つ
に
い
た
っ
た

背
景
に
は
、
社
会
学
の
発
達
と
歴
史
学
の
窮
状
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

か
れ
が
依
拠
す
る
の
は
、
歴
史
の
な
か
に
規
則
性
・
類
似
性
・

(49) 

因
果
関
係
を
探
究
せ
ん
と
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ミ
ア
ン
と
同
一
の
立
場
で
あ
る
。
か
れ
は
、

て
、
当
時
の
歴
史
学
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

か
れ
の
見
る
と
こ
ろ
当
時
の
歴
史
学
は
、

す
ま
す
遠
ざ
か
り
、
「
世
界
と
人
間
に
つ
い
て
の
認
識
を
前
進
さ
せ
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
か
れ
が
、
「
考
証
の
な
い
歴
史
は
な

い
」
と
考
証
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

実
」
を
明
か
し
は
す
る
が
、

に
注
意
し
て
お
こ
う
。

と
い
う
有
名
な
学
長
就
任
講
演
を

無
益
な
考
証
に
堕
し
、
「
全
体
の
概
念
」
か
ら
ま

か
れ
が
考
証
的
歴
史
を
批
判
し
た
の
は
、
考
証
が
「
歴
史
的
現

そ
れ
だ
け
で
は
「
歴
史
的
真
理
」
を
構
築
し
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る

そ
こ
で
ラ
コ
ン
ブ
は
、
「
歴
史
的
真
理
」
を
構
築
す
る
た
め
の
方
法
の
考
察
に
進
む
の
で
あ
る
。

ス
と
同
じ
く
個
人
中
心
的
な
心
理
学
の
方
法
で
あ
っ
た
。
か
れ
も
す
べ
て
の
社
会
問
題
は
、
個
人
の
行
動
の
分
析
に
還
元
し
う
る
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
か
れ
が
過
去
の
人
間
行
為
の
説
明
原
理
を
心
理
学
に
求
め
た
の
は
、
「
人
間
の
恒
久
的
動
機
と
知
性
の
恒
常
的
方
法
こ
そ
が

歴
史
の
原
因
で
あ
る
」

(p.
5
2
)

と
か
、
「
社
会
学
的
現
象
は
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
で
し
て
い
る
。

（
以
上
、

p
p
.
I
Xー

XI)
。

か
れ
が
依
拠
し
た
の
は
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ

ま
ず
心
理
学
用
語
で
表
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
」

(p.
3
4
)

と
い
う
か
れ
の

一
八
九
四
年
と
い
う
同
じ
年
に
、

こ
の
よ
う
な
自
然
科
学
的
な
科
学
観
に
立
脚
し

か
れ
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

か
れ
自
身
「
科
学
的
な
歴
史

フ
ラ
ン
ス
で
は
自
然
科
学
的
な
方
法
を
歴
史
に
導
入
し
よ
う

(48) 

で
あ
る
。

四
一
八
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世紀転換期フランスの史学論争（一）（渡辺）

見
解
に
基
づ
く
。

か
く
し
て
動
機
の
解
明
は
、
心
理
学
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
間
が
生
物
学
的
類
似
性
の
ほ
か
に
心
理
学
的
類
似

性
を
も
つ
こ
と
を
心
理
学
は
明
ら
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
心
理
学
は
、
人
間
の
行
為
を
決
定
す
る
本
能
的
欲
求
を
明
ら
か
に

し
、
人
間
が
同
一
の
方
法
に
よ
っ
て
、
感
覚
や
知
覚
を
形
成
し
、
記
憶
を
呼
び
も
ど
し
、
想
像
力
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
示
し
た
か
ら
で

(
p
.
4
)

。
現
象
間
の
類
似
性
を
確
認
し
、
因
果
関
係
を
探
究
す
る
こ
と
が
、

理
学
的
類
似
性
の
究
明
を
軸
に
し
て
、
過
去
の
人
間
行
為
を
科
学
的
に
説
明
し
う
る
と
い
う
の
が
、

四
一
九

一
時
的

t
e
m
p
o
r
a
i
r
e
、
特

か
れ
の
考
え
る
科
学
の
方
法
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
心

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
心
理
学
は
、
歴
史
学
に
説
明
方
法
や
歴
史
的
証
言
の
真
実
性
に
つ
い
て
の
規
準
を
与
え
、
逆
に
、
歴
史
学
は
心
理

学
に
心
理
学
を
正
確
に
し
豊
か
に
す
る
諸
事
実
を
与
え
る
と
い
う
主
張
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
(
p
p
.
1
2ー

1
3
,
2
6
-
2
8
)

。
か
れ
は
、
心
理
学

と
歴
史
学
と
の
こ
の
相
補
的
関
係
が
、
考
証
家
は
も
と
よ
り
多
く
の
社
会
学
者
に
よ
っ
て
も
否
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
心
理
学

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
「
普
遍
的
人
間

l
'
h
o
m
m
e
g
e
n
e
r
a
l
」

と
で
あ
る
。

あ
る

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
方
法
を
語
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
テ
ー
ヌ
の
よ
う
に
種
族
理
論
に
よ
っ
て
歴
史
現
象
を
説
明
す
る
こ
と
を
、
ラ
コ
ン
ブ
は
拒
否
す
る
の
で
あ
る
(
p
p
.
3
0
7|
 
3
2
7
)

。

ラ
コ
ン
ブ
は
立
論
の
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
な
考
え
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
行
為
の
三
類
型
と
そ
の
行
為
か
ら
生
ま
れ
る
二
種

類
の
事
実
を
区
分
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
ま
ず
行
為
の
三
頷
型
と
は
、
人
間
の
行
為
は
、
普
遍
的

g
e
n
e
r
a
l
、

異
的
な
い
し
個
体
的

singulier
o
u
 individuel
と
い
う
三
重
の
性
格
を
も
つ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
三
種
類
の
行
為
を
な

す
人
間
を
、
①
普
遍
的
人
間
、
②
一
時
的
人
間
、
③
個
体
的
人
間
と
類
型
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。
普
遍
的
人
間
は
、
心
理
学
に
よ
っ
て
抽

出
さ
れ
る
理
念
型
で
あ
り
、
現
実
の
歴
史
の
な
か
で
は
一
時
的
人
間
と
し
て
現
出
す
る
。
こ
の
普
遍
的
人
間
と
一
時
的
人
間
の
行
為
こ
そ

が
、
科
学
的
な
意
味
に
お
け
る
原
因
の
対
象
た
り
う
る
の
で
あ
り
、
個
体
的
人
間
は
、
原
因
に
な
り
え
ず
、
考
証
な
い
し
物
語
史
の
対
象

と
な
る
。
次
に
二
種
類
の
事
実
と
い
う
の
は
、
特
異
で
反
復
し
な
い
事
実
と
、
類
似
性
を
示
し
将
来
の
発
展
に
影
響
を
及
ぽ
す
事
実
の
こ

か
れ
は
前
者
の
事
実
を
「
出
来
事

E
v
e
n
e
m
e
n
t
」
、
後
者
の
事
実
を
「
制
度

Institution
」
と
名
づ
け
た
。

か
れ
は
歴
史
的
現

か
れ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
の
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新
し
い

実
を
、

こ
の
原
理
は
仮
説
に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
、

ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
の
「
総
合
」

ど
れ
が
結
果

と
同
じ
も
の
と
言

こ
の
二
種
類
の
事
実
の
絡
み
あ
い
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
歴
史
は
頷
似
性
が
提
示
さ
れ
る
に
応
じ
て
科
学

と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
著
者
が
、
「
制
度
」
の
研
究
に
集
中
せ
よ
と
主
張
す
る
の
は
必
定
で
あ
ろ
う
。

「
制
度
」

の
産
出
に
寄
与
し
な
い
限
り
、
科
学
的
取
り
扱
い
に
な
じ
ま
な
い
か
ら
で
あ
る

よ
う
な
道
具
だ
て
の
も
と
、
ラ
コ
ン
ブ
は
歴
史
学
の
科
学
性
を
論
証
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

歴
史
の
方
法
と
し
て
ラ
コ
ン
ブ
が
強
調
す
る
の
は
、
演
繹
の
使
用
で
あ
る
（
以
下
、

p
p
.
5
4
-
5
5
,
 6
1
-
6
4
)

。

利
用
で
あ
る
。

し
か
も
事
実
に
よ
る
論
証
と
い
う
義
務
を
伴
う
仮
説
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
、
あ
る
地
域
や
あ
る
局
面
に
視
線
を
集
中
す
る
こ
と
で
あ
り
、

性
を
引
き
だ
し
、

か
れ
に
と
っ
て
「
出
来
事
」
は
、

（
以
上
、

p
p
.
3
,
7
,
 
9
ー

13,
5
2
)

。
こ
の

つ
ま
り
仮
説
概
念
の
積
極
的

か
れ
は
、
実
験
に
適
さ
な
い
歴
史
学
の
唯
一
の
方
法
は
観

察
で
あ
る
が
、
仮
説
概
念
が
な
け
れ
ば
観
察
も
な
し
え
な
い
と
断
言
す
る
。
こ
の
点
は
、
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
に
は
欠
落
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

(50) 

シ
ミ
ア
ン
の
言
う
「
構
成
的
仮
説
」
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
「
問
題
提
起
」
、

い
う
る
。
ラ
コ
ン
ブ
は
、
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
象
の
無
限
の
多
様
性
を
前
に
し
て
不
可
欠
な
原
理
で
あ
る
消
去
と
選
択
の
原
理

こ
の
仮
説
こ
そ

が
、
視
野
を
限
定
さ
せ
、
特
定
の
方
向
に
の
み
目
を
向
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
物
理
学
す
ら
仮
説
を
用
い

て
い
る
と
述
べ
て
、
現
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
察
し
記
述
す
る
こ
と
か
ら
科
学
は
出
発
す
る
と
考
え
る
誤
っ
た
科
学
観
を
批
判
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
明
示
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
歴
史
家
は
己
れ
を
消
去
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
を
観
察
し
記
録
す
る
と
い
う
ラ
ン

ケ
的
方
法
へ
の
、
素
朴
実
証
主
義
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
コ
ン
ブ
が
、
歴
史
叙
述
に
お
け

る
歴
史
家
の
主
体
、
歴
史
家
の
役
割
と
い
う
も
の
を
肯
定
し
、
歴
史
家
の
実
際
の
仕
事
の
あ
り
方
、
作
業
工
程
を
露
に
し
た
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
か
れ
は
演
繹
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
も
帰
納
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

帰
納
の
方
法
も
歴
史
に
適
用
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
演
繹
の
契
機
を
結
局
は
必
要
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
歴
史
的
類
似

そ
れ
を
結
果
と
し
て
検
討
し
つ
つ
そ
の
原
因
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
多
く
の
前
件
の
な
か
で
、

四
二

0
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世紀転換期フランスの史学論争（＾）（渡辺）

八
九
八
年
）

の
な
か
で
、

家
は
も
と
よ
り
社
会
学
者
に
よ
っ
て
も
、

四

っ
た
こ
と
も
同
様
に
明
ら
か
で
あ
る
。

か
れ
が
社
会

た
ん
な
る
事
実
学
と
化
し
た
史
料
実
証
主
義
へ
の
批

で
あ
り
、

ど
れ
が
原
因
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
は
演
繹
的
考
察
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
作
業
手
順
と
し
て
は
、
歴
史
と
い
う
「
事
実
の
無
限
の
海
原
」

抽
出
し
た
あ
と
で
、

か
ら
「
出
来
事
」
を
除
去
し
、
類
似
性
を
も
つ

「
制
度
」
の
原
因
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
よ
う
に
社
会
の
な
か
に
で
は
な
く
て
人
間
の
な
か
に
見
い
だ
し
、
各
々
の
「
制

度
」
を
「
心
理
的
諸
力

f
o
r
c
e
s
p
s
y
c
h
i
q
u
e
s
」
に
結
び
つ
け
、

と
き
に
は
ル
ヌ
ー
ヴ
ィ
エ

R
e
n
o
u
v
i
e
r
の
言
う
「
想
像
力
に
よ
る
実
験
l
.

e
x
唸
r
i
e
n
c
e
i
m
a
g
i
n
a
i
r
e
 L

を
用
い
て
、
歴
史
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

(pp.
6
4ー

6
6
)

。
「
あ
ら
ゆ
る
制
度
は
心
理
的
諸
力

の
創
作
物
で
あ
る
」

(p.

132)
と
述
べ
る
ラ
コ
ン
ブ
が
、
心
理
学
を
重
視
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

し
か
し
ラ
コ
ン
ブ
は
、
歴
史
学
の
科
学
性
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

体
的
人
間
の
行
為
が
、
歴
史
に
偶
然
を
導
入
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
帰
納
や
演
繹
を
用
い
て
心
理
学
的
説
明
を
与
え
て

も
、
「
完
全
な
因
果
関
係
を
復
元
す
る
希
望
は
妄
想
で
あ
り
、
結
果
の
説
明
は
必
然
的
に
き
わ
め
て
不
完
全
の
ま
ま
で
あ
る
」
こ
と
を
、

れ
は
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(pp.
2
5
 0
|
 25
2
)

。
も
っ
と
も
ラ
コ
ン
ブ
は
偶
然
の
問
題
を
自
覚
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
を
自
己
の
理
論

の
な
か
に
整
合
的
に
組
み
こ
み
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
。

と
も
あ
れ
ラ
コ
ン
プ
の
著
書
が
、
当
時
、
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
社
会
心
理
学
（
ス
ペ
ン
サ
ー
や
タ
ル
ド
の
業
績
に
負
う
）

あ
り
、
論
理
が
と
き
に
粗
采
に
流
れ
て
い
る
面
は
あ
る
も
の
の
、
仮
説
を
も
た
ず
、

判
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

か
れ
の
立
場
が
、

か
れ
も
偶
然
を
決
し
て
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
個

コ
ン
ト
や

J
.
S
・
ミ
ル
に
つ
ら
な
る
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主
義
で
あ

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ミ
ア
ン
と
同
じ
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、

現
象
を
、
経
済
的
・
生
殖
的
・
共
感
的
・
名
誉
的
等
の
心
理
学
的
概
念
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
点
は
、
両
者
を
分
か
つ
点
で
あ
り
、
歴
史

か
れ
の
理
論
が
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ
る
。

ラ
コ
ン
ブ
の
著
書
を
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
は
『
歴
史
学
入
門
』
（
一

こ
こ
三

0
年
ほ
ど
の
間
に
出
版
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
で
「
最
も
重
要
な
独
創
的
著
作
」

の
影
饗
下
に か

「
制
度
」
を
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ク
セ
ノ
ポ
ル
が
、

人
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

る
認
識
論
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
反
論
は
、

で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
過
度
の
一
般
化
を
批
判
し
、
事
実
の
分
類
に
つ
い
て
も
「
哲
学
的
見
地
か
ら
は
非
常
に
当
を
得
て
い
る
が
、

(51) 

歴
史
家
の
実
際
的
必
要
を
満
た
す
も
の
で
は
な
い
」
と
苦
言
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
本
書
が
歴
史
理
論
の
領
野
に
与
え
た
波
紋

は
大
き
く
、
そ
れ
は
余
波
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
議
論
の
態
様
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
が
出
版
さ
れ
て
二

0
年
以
上
も
あ
と
に
、

実
証
主
義
史
家
の
一
人
で
あ
る
ラ
ン
グ
ロ
ワ
が
「
歴
史
の
一
般
理
論
は
、

多
く
を
負
っ
て
お
り
、

い
か
な
る
職
業
的
歴
史
家
に
よ
り
も
ポ
ー
ル
・
ラ
コ
ン
ブ
氏
に

(52) 

か
れ
の
明
晰
な
思
考
は
、
あ
ち
こ
ち
の
衛
学
的
な
水
車
を
回
転
さ
せ
る
水
流
で
あ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
ラ
コ
ン

ブ
と
伝
統
的
歴
史
学
へ
の
批
判
を
共
有
す
る

H
・
ベ
ー
ル
が
、

(53) 

そ
れ
は
表
わ
れ
て
い
る
。

ラ
コ
ン
ブ
を
「
歴
史
科
学
の
理
論
家
」
と
呼
ん
で
讃
え
た
と
こ
ろ
に
も
、

ラ
コ
ン
ブ
の
著
書
が
出
版
さ
れ
て
二
年
後
の
一
八
九
六
年
に
、
(54) 

歴
史
か
ら
制
度
や
社
会
経
済
的
な
歴
史
へ
の
転
換
を
語
っ
た
が
、

か
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
『
歴
史
学
入
門
』
は
、

(55) 

対
す
る
考
え
方
に
共
感
を
示
し
は
し
た
が
、
実
際
の
歴
史
家
の
仕
事
に
は
役
立
た
な
い
と
い
う
の
が

え
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
と
い
う
の
も
『
歴
史
学
入
門
』

モ
ノ
ー
が
創
刊
し
た
『
史
学
雑
誌
』

(57) 

一
八
九
九
年
に
『
歴
史
の
基
本
原
理
』
を
著
わ
し
て
ラ
コ
ン
ブ
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。

A
_
D
．
ク
セ
ノ
ポ
ル

｀
ー

9
~
J4
 

,
'
ー
し

の
よ‘
9

,ー

ラ
コ
ン
ブ
が
対
象
と
し
た
歴
史
の
認
識
論
的
問
題
を
テ
ー
マ
と
せ

(56) 

ず
、
あ
く
ま
で
も
史
料
批
判
の
方
法
を
中
心
に
、
歴
史
叙
述
の
イ
ロ
ハ
を
論
じ
た
本
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ラ
コ
ン
ブ
の
著
書
に
対
す

フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
、
仏
独
両
国
の
歴
史
学
や
哲
学
に
精
通
し
て
い
る
ル
ー
マ
ニ
ア

「
歴
史
報
告

B
u
l
l
e
t
i
n
h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
」
欄
の
寄
稿
者
で
も
あ
っ
た

『
歴
史
学
入
門
』

の
著
者
た
ち
の
考

ラ
コ
ン
ブ
に
つ
い
て
五
箇
所
で
注
記
し
た
の
み
で
あ
り
、

ラ
コ
ン
ブ
の
進
歩
や
種
族
に

ラ
コ
ン
ブ
ヘ
の
本
格
的
な
反
論
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
か
ら
は
現
わ
れ
な

四
ニ
ニ

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
が
、
あ
る
講
演
の
な
か
で
、
大
事
件
や
偉
人
の

7 - 3•4 -810 (香法'88)



世紀転換期フランスの史学論争(・)(渡辺）

（
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
史
』

ら、 あ
っ
た
。
か
れ
は
、
歴
史
学
が
進
歩
す
る
た
め
に
は
方
法
の
無
視
は
有
害
で
あ
り
、
「
研
究
を
導
く
原
理
の
欠
如
は
科
学
に
重
大
な
損
害
を

及
ぽ
す
」
と
考
え
る
の
で
あ
る

(
p
p
.
I
 |
I
I
I
)

。
し
か
る
に
、
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

る
。
歴
史
家
は
方
法
の
省
察
を
好
ま
ず
、
歴
史
学
の
諸
原
理
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
哲
学
者
や
博
物
学
者
に
任
さ
れ
て
き
た

え
る
歴
史
論
に
は
、
歴
史
の
科
学
性
を
否
定
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
も
、
体
系
を
欠
く
歴
史
学
は
科
学
で
は
な

い
と
記
し
て
い
る
。
哲
学
者
は
、
物
理
学
な
ど
の
自
然
科
学
の
原
理
を
歴
史
に
適
用
し
て
、
歴
史
が
科
学
的
方
法
を
欠
く
と
結
論
し
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
歴
史
家
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
て
き
た
過
去
の
科
学
的
な
認
識
原
理
を
探
究
し
、
樹
立
す
る
こ
と
で

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
て
い

ル
イ
・
ブ
ー
ル
ド
ー
や
ラ
コ
ン
ブ
も
、
専
門
的
な
歴
史
家
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
し
よ
う
）
。

か
れ
ら
の
言
う
科
学
概
念
は
、
「
一
般
概
念
の
体
系
」
な
い
し
「
普
遍
的
真
理
の
体
系
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
議
論
の
影
脚
を
受
け
て
、
歴
史
の
科
学
性
に
疑
念
を
示
し
、
あ
る
書
物
の
な
か
で
、

科
学
の
科
学
観
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
の
考
え
方
は
、
歴
史
は
一
般
性
に
よ
っ
て
科
学
と
な
る
と
か
、
歴
史
は
法
則
定
立
能
力
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
科
学
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
末
の
コ
ン
ド
ル
セ
や
、
「
社
会
現
象
は
科
学
的
予
測
を
含
む
真
の
自

然
法
則
に
不
可
避
的
に
従
う
」

ー
ジ
ュ
オ
ル
、

ク
セ
ノ
ポ
ル
の
目
的
は
、

一
八
九
七
年
）

と
述
べ
た
コ
ン
ト
を
始
め
と
し
て
、

（
既
述
の
ム

と
こ
ろ
が
哲
学
者
の
考

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
す

「
歴
史
は
未
発
達
な
科
学
で
あ
る
」

と
自
嘲
的
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
歴
史
の
科
学
性
を
肯
定
す
る
論
者
も
、
自
然

そ
の
理
論
を
イ
ギ
リ
ス
史
に
応
用
し
た
ヘ
ン
リ
ー
．

T
.
バ
ッ
ク
ル
、

「
歴
史
の
説
明
は
必
然
の
発
見
と
偶
然
の
除
去
で
あ
る
」
と
考
え
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
、

年
示
し
た
ブ
ー
ル
ド
ー
や
ラ
コ
ン
ブ
に
い
た
る
ま
で
、
皆
、
然
り
で
あ
る
。

そ
し
て
同
様
の
考
え
を
近

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
勿
論
、
歴
史
学
の
科
学
性
を
論
証
せ
ん
と

す
る
陣
営
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
歴
史
は
自
然
科
学
を
モ
デ
ル
と
し
な
く
て
も
科
学
た
り
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
普
遍
的
真
理
の
体

系
」
と
い
う
科
学
の
定
義
に
基
づ
い
て
歴
史
現
象
を
論
ず
る
こ
と
は
、
歴
史
学
が
対
象
と
す
る
知
の
性
質
か
ら
し
て
、
不
十
分
で
あ
る
と

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ク
セ
ノ
ポ
ル
に
と
っ
て
歴
史
の
一
般
性
や
歴
史
の
真
理
と
は
、
「
限
ら
れ
た
一
般
性
」
．
「
個
体
的
真
理
」

四
二
三
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実
で
あ
る

で
し
か
な
く
、
歴
史
科
学
の
因
果
関
係
も
、
個
体
性
や
一
回
性
を
特
色
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
背
後
に
は
、
異
論
の

な
い
普
遍
的
真
理
の
み
な
ら
ず
、
蓋
然
的
真
理
や
仮
説
を
も
科
学
の
な
か
に
包
摂
さ
せ
る
と
い
う
か
れ
の
科
学
観
が
あ
る
の
で
あ
る

上、

p
p
.
2
3ー

3
2
)
。

そ
れ
で
は
、

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
哲
学
者
た
ち
の
誤
り
が
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
ち
が
「
空
間
」
と
「
時
間
」
に
由
来
す
る
一
一
種
類
の
事
実
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
見
た
。

間
」
は
里
要
な
概
念
で
あ
る
。

か
れ
の
科
学
観
を
支
え
る
二
本
の
柱
と
言
っ
て
も
よ
い
。

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
先
験
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
い
。

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
そ
の
原
因
を
、
哲
学
者

か
れ
に
と
っ
て
、
「
空
間
」
と
「
時

か
れ
に
と
っ
て
空
間
と
時
間
は
、
、
悟
性
的
認
識

そ
れ
は
現
実
的
か
つ
実
在
的
で
あ
り
、
知
性
に
よ
っ
て
覚
知
さ
れ
抽
象
さ
れ
た
形

相
で
あ
る
。
空
間
と
時
間
の
な
か
で
こ
そ
、
森
羅
万
象
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
基
本
概
念
が
な
け
れ
ば
、
歴
史
も
「
巨
大
な
幻
影
」

と
化
す
の
で
あ
る

(p.
1
,
 
p. 1
2
)

。
そ
こ
で
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
空
間
と
時
間
に
よ
っ
て
諸
現
象
を
整
序
し
よ
う
と
す
る
。
事
実
を
一
―
分
し
、

空
間
に
関
す
る
事
実
を
「
共
存
的
事
実

les
faits 
c
o
e
x
i
s
t
a
n
t
s
」
（
な
お
第
二
版
で
は
、
「
反
復
的
事
実

fait
d
e
 r
e
p
e
t
i
t
i
o
n
」
と
変
更

し
た
）
、
時
間
に
関
す
る
事
実
を
「
継
起
的
事
実
les
faits s
u
c
c
e
s
s
i
f
s
」
と
命
名
し
た
。
共
存
的
事
実
と
は
、
反
復
し
、
時
間
の
経
過
に

よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
な
い
不
変
の
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
継
起
的
事
実
と
は
、
時
間
と
と
も
に
変
化
し
、
差
異
を
特
徴
と
す
る
事

(
p
p
.
 1
2
~
1
5
)
ラ
コ
ン
ブ
の
「
制
度
」
と
「
出
来
事
」
、

似
し
た
分
類
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

ブ
ー
ル
ド
ー
の
「
関
数
」
と
「
出
来
事
」
と
い
う
事
実
の
二
分
法
と
相

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
こ
の
区
分
を
土
台
と
し
て
、
学
問
を
空
間
的
な
共
存
現
象
を
扱
う
「
理
論
科
学
」

（
物
理
学
・
化
学
・
天
文
学
•
生
物
学
・
心
理
学
・
論
理
学
・
経
済
学
・
法
学
・
社
会
静
学
）
と
時
間
的
な
継
起
現
象
を
扱
う
「
歴
史
科
学
」

(58) 

（
地
質
学
・
古
生
物
学
・
政
治
史
、
経
済
史
、
文
学
史
、
天
文
学
史
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
歴
史
学
）
に
二
分
す
る
。
そ
し
て
二
種
類
の
科
学
は
、

方
法
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
理
論
科
学
は
法
則
の
定
立
、
歴
史
科
学
は
因
果
関
係
の
樹
立
と
い
う
よ
う
に
到
達
す
る
結
果
も
異
に
す

る
と
述
べ
て
、
歴
史
的
継
起
の
な
か
に
未
来
を
予
測
す
る
法
則
を
樹
立
し
う
る
と
信
じ
る
社
会
学
者
を
批
判
し
、
歴
史
学
の
方
法
を
次
の

四
二
四

（以
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づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る

4
4
)
 

続
の
関
係
を
打
ち
た
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。
」

(p.
2
6
)

こ
れ
は
歴
史
に
、
規
則
性
や
法
則
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
ラ
コ
ン

ブ
や
デ
ュ
ル
ケ
ー
ミ
ア
ン
ヘ
の
批
判
で
も
あ
る
。
ク
セ
ノ
ポ
ル
に
と
っ
て
、
歴
史
は
何
よ
り
も
継
起
的
な
因
果
関
係
の
科
学
で
あ
り
、
「
共

存
的
事
実
の
科
学
は
現
象
の
原
因
を
洞
察
し
え
な
い
が
、
継
起
的
事
実
の
科
学
に
と
っ
て
は
、
原
因
の
発
見
は
主
要
な
属
性
で
あ
る
」

(p.

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
過
去
の
事
実
に
関
す
る
真
理
と
そ
の
因
果
関
係
の
発
見
を
目
的
と
す
る
歴
史
学
は
、
科
学
の
な
か
に
位
置

そ
れ
で
は
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
何
に
基
づ
い
て
原
因
を
説
明
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

依
拠
し
た
の
に
対
し
て
、

の
も
、
当
時
は
社
会
心
理
学
の
揺
藍
期
で
あ
り
、
社
会
心
理
学
は
、
心
理
学
・
社
会
学
・
生
物
学
・
生
理
学
な
ど
が
重
複
し
あ
う
領
域
を

研
究
対
象
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

か
れ
が
、
テ
ー
ヌ
や

G
．
ル
・
ボ
ン
か
ら
示
唆
を
得
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

形
成
に
と
っ
て
「
種
族
」
と
「
環
境
」
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
述
べ
、

「
進
化
」
．
「
模
倣
」
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
窺
知
し
う
る
の
で
あ
る

(pp.
7
2
-
7
5
 `
 
1
3
1ー

1
5
3
)

。
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
こ

の
よ
う
な
基
本
概
念
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
批
判
し
た
タ
ル
ド
の
「
発
明
—
模
倣
」
理
論
に
よ
っ
て
歴
史
を
説
明
す

と
を
望
む
こ
と
は
、

な
わ
ち
継
起
的
方
法
で
あ
る
。
」

(
p
p
.
1
9
-
2
1
)
 

(p. 6
9
)

。

四
二
五

ラ
コ
ン
ブ
や
バ
ッ
ク
ル
よ
り
も
、
民
族
性
（
国
民
性
）

の

よ
う
に
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
「
歴
史
学
は
特
殊
で
特
異
な
科
学
て
は
な
く
て
、
世
界
を
概
念
化
す
る
二
つ
の
方
法
の
う
ち
の
一
っ
、
す

つ
ま
り
歴
史
は
科
学
で
は
あ
る
が
、
社
会
学
の
よ
う
な
一
般
法
則
の
発
見
を
目
的
と
す
る

科
学
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
よ
り
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
。
「
歴
史
は
、
時
の
流
れ
の
な
か
で
互
い
に
連
繋
し
て
い
る
諸
事

実
の
単
線
的
な
継
続
を
探
究
す
る
。
…
…
歴
史
科
学
が
、
共
存
的
事
実
を
支
配
す
る
法
則
と
類
似
し
た
法
則
に
そ
の
説
明
を
還
元
す
る
こ

こ
の
科
学
の
特
性
を
完
全
に
無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
科
学
は
類
似
と
共
存
の
関
係
で
は
な
く
て
、
差
異
と
継

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
と
ラ
コ
ン
ブ
が
心
理
学
に

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
進
化
論
的
な
生
物
学
に
依
拠
し
た
。
も
と
よ
り
こ
の
区
別
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。

、J
と
し
ぅ

ク
セ
ノ
ポ
ル
の
方
が
、
生
物
学
の
概
念
を
援
用
す
る
傾
向
が
よ
り
強
い
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は

さ
ら
に
人
類
史
の
発
展
を
、
「
自
己
保
存
の
本
能
」
．
「
生
存
競
争
」
．
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ク
セ
ノ
ポ
ル
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
ラ
コ
ン
ブ
は
、

構
築
し
よ
う
と
し
た
が
、

る
の
で
あ
る
。
歴
史
の
発
展
や
進
歩
は
、
個
人
の
天
才
に
よ
る
発
明
と
文
化
に
よ
る
そ
の
模
倣
の
結
果
で
あ
る
。
個
人
が
革
新
を
生
み
だ

し
、
大
衆
は
自
己
保
存
の
可
能
性
を
高
め
る
革
新
を
模
倣
し
取
り
い
れ
る
。

る
法
則
に
も
従
わ
な
い
「
偶
然
」
が
重
視
さ
れ
、
「
個
人
」
と
「
偶
然
」
は
「
歴
史
発
展
の
決
定
的
な
二
要
素
」
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
p
p
.
 1
5
3ー

1
6
6
)

。
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
法
則
に
匹
敵
す
る
「
系
列

serie
」
と
い
う
概
念
を
考
案
し
は
す
る
が
、
基
本
的
に
は
偶
然
に
よ
っ
て
歴

史
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
の
帰
結
は
、
政
治
史
の
優
位
で
あ
る
。
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
「
国
家
史
は
人
間
社
会
の
全
般

的
な
歴
史

l'histore
g
e
n
e
r
a
l
e
で
あ
る
」
と
か
、
「
歴
史
の
中
軸
と
考
え
ら
れ
る
政
治
史
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
(
p
.
2
9
4
,
p
.
2
9
6
)
 0
 

史
科
学
」

と
い
う
分
類
が
、

史
系
列

la
serie 
h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
」

二
版
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
）

と
定
義
し

『
歴
史
の
基
本
原
理
』

こ
の

か
く
し
て

ク
セ
ノ
ポ
ル
の
「
歴
史
理
論
」

は
‘
 

「
歴
史
理
論
」
を

ク
セ
ノ
ポ
ル
に
は
歴
史
的

は
、
仏
・
英
・
独
三
国
の
基
本
文
献
を
渉
猟
し
た
歴
史
家
に
よ
る
「
歴
史
理
論
」
（
第

の
書
で
あ
っ
た
。
本
書
に
は
、
生
物
学
的
な
「
多
様
な
諸
力
の
作
用
の
結
果
で
あ
る
現
象
の
継
続
」
を
「
歴

ー
ク
な
主
張
も
見
ら
れ
る
が
、
本
書
は
全
体
の
構
成
に
ま
と
ま
り
を
欠
き
、
体
系
的
と
は
言
い
が
た
い
著
作
で
あ
っ
た
。

は
、
第
二
版
で
大
幅
な
増
補
改
訂
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
則
を
究
明
す
る
「
理
論
科
学
」
と
発
展
の
因
果
を
究
明
す
る
「
歴

リ
ッ
カ
ー
ト
や
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
分
類
を
類
推
さ
せ
る
と
は
い
う
も
の
の
、

(59) 

知
識
と
価
値
自
由
と
い
っ
た
リ
ッ
カ
ー
ト
た
ち
を
悩
ま
せ
た
問
題
は
眼
中
に
は
な
か
っ
た
。
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
基
本
的
に
は
、

サ
ー
や

G
．
タ
ル
ド
の
生
物
学
的
で
原
子
論
的
な
方
法
論
と
新
カ
ン
ト
派
を
佑
彿
と
さ
せ
る
方
法
二
元
論
に
基
づ
い
て

家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
史
学
雑
誌
』

か
れ
は
シ
ミ
ア
ン
が
批
判
し
た
政
治
・
個
人
・
年
代
学
と
い
う
「
三
つ
の
イ
ド
ラ
」
に
囚
わ
れ
た
伝
統
的
歴
史

(
6
 

は
同
僚
の
著
書
に
つ
い
て
短
い
好
意
的
紹
介
を
載
せ
た
が
、

p
．
ラ
コ
ン
ブ
や

H
・
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
完
膚
な
き
ま
で
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、

(p. 
272)
、

「
歴
史
系
列
」
に
よ
っ
て
継
起
的
事
実
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
ユ
ニ

た
だ
ち
に
長
文
の
反
論
を
『
歴
史
総
合
評
論
』

こ
の
た
め
本
書

H
・
ス
ペ
ン

面）

の
創
刊
号
に
発
表
し
た
。
先
述
し

「
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割
」
と
か
、

四
二
六

い
か
な
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則
を
求
め
る
べ
き
は
進
化
論
の
な
か
に
で
は
な
く
て
心
理
学
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
(p.
28, p. 3
3
,
 p. 3
7
,
 p. 

お
そ
ら
く
ラ
コ
ン
ブ
の
反
論
に
刺
激
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

力
を
即
座
に
開
始
し
、

史
の
理
論
』

で
あ
り
、

ク
セ
ノ
ポ
ル
は
自
己
の
歴
史
理
論
を
よ
り
精
緻
な
も
の
に
す
る
努

(62) 

そ
の
成
果
は
次
々
と
『
歴
史
総
合
評
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
改
訂
さ
れ
た
の
が
、
第
二
版
『
歴

G
・
モ
ノ
ー
は
身
内
意
識
も
手
伝
っ
て
か
、

(63) 

で
最
も
明
晰
な
著
作
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
し
か
し
ベ
ー
ル
は
、

る
歴
史
理
論
へ
の
最
も
重
要
な
貢
献
で
あ
る
」
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、

4
8
)

。

の
公
式
」

で
あ
る
と
刷
扶
し
た
こ
と
、

ラ
コ
ン
ブ
は
最
良
に
証
明
さ
れ
た
現
実
と
い
え
ど
も
、

四
二
七

こ
の
題
材
に
つ
い
て
存
在
す
る
最
も
完
全

ゼ
ン
や
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
方
法
で
完
全
に
科
学
的
で
あ
り
、
事
実
は
証
明
さ
れ
る
や
科
学
的
事
実
と
な
る
と
考
え
る

そ
れ
は
科
学
で
は
な
く
て
科
学
の
素
材
で
し
か
な
く
、
類
似
性

に
よ
っ
て
の
み
科
学
は
作
ら
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
(
p
p
.
2
8ー

2
9
)
。
こ
の
よ
う
に
ラ
コ
ン
ブ
の
反
論
は
、

め
と
し
て
、
種
族
観
・
法
則
観
・
進
化
論
・
時
間
概
念
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
反
論
の
骨
子
は
、

ク
セ
ノ
ポ
ル
の
科
学
観
を
始

『
科
学
と
し
て
考
え
ら
れ
た
歴
史

ラ
コ
ン
ブ
が
生
物
学
で
は
な
く
て
心
理
学
や
社
会
学
の
理
論
に
依
拠
し
て
い

た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
理
解
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
反
論
を
こ
れ
以
上
要
約
す
る
愚
は
、
犯
さ
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
こ

の
反
論
の
な
か
で
、
ラ
コ
ン
ブ
が
ク
セ
ノ
ポ
ル
を
「
外
交
的
政
治
的
事
件
史
し
か
念
頭
に
な
い
旧
派
に
属
す
る
歴
史
家
」
と
断
言
し
、

ク
セ
ノ
ポ
ル
の
「
単
線
的
な
諸
事
実
の
継
続
」
と
い
う
歴
史
観
の
な
か
に
見
い
だ
し
、

の
論
理
的
根
拠
を
、

こ
の
第
二
版
を
「
今
日
、

そ

こ
の
歴
史
観
こ
そ
「
事
件
史

お
よ
び
、
旧
派
の
歴
史
家
が
生
物
学
の
理
論
を
語
る
こ
と
は
奇
妙
で
あ
る
と
諧
誹
も
ま
じ
え
、
法

こ
の
第
二
版
を
と
り
あ
げ
て
、
「
ク
セ
ノ
ポ
ル
の
著
作
が
近
年
に
お
け

ク
セ
ノ
ポ
ル
が
「
事
実
を
説
明
す
る
こ
と
よ
り
も
事
実
を
陳
列
す

に
つ
い
て
』

の
な
か
で
主
張
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、

の
に
た
い
し
て
、

し
、
後
者
は
差
異
と
一
回
性
を
重
視
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
考
え
方
は
対
距
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

ク
セ
ノ
ポ
ル
が
歴
史
は
モ
ム

た
よ
う
に
ラ
コ
ン
ブ
と
ク
セ
ノ
ポ
ル
は
、
科
学
的
歴
史
を
樹
立
す
る
と
い
う
壮
図
を
共
有
し
つ
つ
も
、
前
者
は
類
似
性
と
反
復
性
を
重
視

7 - 3•4 -815 (香法'88)



分
、
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

る
こ
と
に
夢
中
な
物
語
的
で
経
験
的
な
伝
統
的
歴
史
を
保
守
」
す
る
「
《
歴
史
の
た
め
の
〉
歴
史
の
理
論
家
」
で
し
か
な
い
こ
と
を
批
判
す

(64) 

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ベ
ー
ル
は
、

一
般
的
な
も
の
し
か
科
学
で
は
な
い
」

(p.
5
1
)

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
り
「
歴
史
の
鍵
」
と
呼
ぶ
系
列
s
e
r
i
e
に
つ
い
て
も
（
ベ
ー
ル
は
、
系
列
は
一
般
的
事
実
た
る
社
会
的
事
実
を
連
結
さ
せ
、
人
間
の
経
済

的
・
政
治
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
等
の
欲
求
に
対
応
す
る
精
神
生
活
の
一
般
形
態
を
通
じ
て
現
わ
れ
、
種
族
・
国
民
性
・
遺
伝
・
環
境
と

い
っ
た
一
般
的
要
因
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
進
化
・
生
存
競
争
・
模
倣
・
個
性
・
偶
然
な
ど
の
諸
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
と
要
約
し
て

こ
の
「
系
列
概
念
は
曖
昧
」
で
あ
り
、
「
歴
史
的
現
実
を
そ
の
原
初
的
要
素
に
分
解
せ
ず
、
有
機
的
な
歴
史
学
を
構

成
し
な
い
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
(
p
p
.
3
8|
 
3
9
)

。

歴
史
的
危
機
に
つ
い
て
の
心
理
学
に
達
す
る
は
ず
で
あ
り
、
歴
史
に
お
け
る
知
的
要
素
の
演
ず
る
役
割
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、

話）

心
理
学
の
問
題
で
あ
る
と
記
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
セ
ノ
ポ
ル
批
判
の
な
か
で
、
「
原
因
の
研
究
に
お
い
て
は
心
理
学
的
方
法
し
か

な
い
」

(p.
4
1
)

と
記
し
、

以
L
の
よ
う
に
、

る
生
物
学
的
方
法
を
承
認
し
な
い
の
は
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。

い
る
が
）

ベ
ー
ル
は
、

な
い
。

ラ
コ
ン
ブ
と
同
じ
く
「
物
語
史
は
科
学
で
は
な
い
。
考
証
は
科
学
の
基
礎
で
は
あ
れ
、
科
学
で
は

し
た
が
っ
て
ク
セ
ノ
ポ
ル
が
「
発
展
の
指
導
原
理
」
で

ま
た
別
の
箇
所
で
ベ
ー
ル
は
、
歴
史
系
列
の
研
究
は
、
生
物
学
で
は
な
く
て
、
偉
人
や

「
原
因
の
本
質
的
な
多
様
性
」
（
p
.
3
5
,
p
.
 5
4
)

を
強
調
す
る
ベ
ー
ル
が
、
個
々
の
有
機
体
の
特
殊
性
を
無
視
す

ド
イ
ツ
の
歴
史
家
で
言
え
ば
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
と
類
似
し
た
立
場
を
と
り
、
ラ
コ
ン
ブ
や
ベ
ー
ル

か
ら
伝
統
的
歴
史
家
と
批
判
さ
れ
た
ク
セ
ノ
ポ
ル
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
『
歴
史
の
基
本
原
理
』

は
、
歴
史
を
科
学
と
呼
ぶ
根
拠
を

歴
史
家
自
ら
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
書
物
で
あ
っ
た
点
は
、
概
し
て
歴
史
家
が
こ
の
よ
う
な
問
題
に
無
自
覚
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ト

(
1
)
 
P
a
u
l
 L
a
c
o
m
b
e
.
 L'lzistoire 
c
o
n
s
i
d
b、岱

c
o
m
m
e
scien
合

(Paris.
1
8
9
4
)
 ；
 
H
e
n
r
i
 B
e
r
r
.
 L
a
 s
y
n
t
h
e
s
e
 
d
e
s
 
c
o
n
n
a
i
s
s
a
n
c
e
s
 
et 
l'histoire: 

四
二
八
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 sociales et l'Universite: 
bilan d
'
u
n
 s
e
m
i
 ,
 
e
c
h
e
c
,
"
 R
e
 ~1uefrミ～で
aise
d
e
 
sociologie• 

X
V
I
I
 

N
o
.
 2
 
0
9
7
6
)
,
 2
7
3
.
 

(
3
)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
述
べ
る
よ
う
に
、

s
o
c
i
o
l
o
g
i
e
な
る
語
が
市
民
権
を
え
て
学
界
で
公
認
さ
れ
た
の
は
、
ず
っ
と
の
ち
の
こ
と
て
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
初

め
て
社
会
学
講
座
を
設
け
た
の
は
、
ボ
ル
ド
ー
大
学
で
あ
る
が
、
そ
の
正
式
の
講
座
名
が

s
c
i
e
n
c
e
sociale et e
d
u
c
a
t
i
o
n
で
あ
っ
た
こ
と
い
意
味
は

菫
要
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
『
モ
ン
テ
ス
キ
上
ー
と
ル
ソ
ー
＂
＂
小
関
・
川
喜
多
訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
／
几
七
五
年
）
第

II
部
。
田
原
音
和
勺
歴
史

の
な
か
の
社
会
学
』
（
木
鐸
社
、
．
九
八
．
一
年
）
第
↓
＼
て
章
。

cf.,
P
h
i
l
i
p
p
e
 B
e
s
n
a
r
d
 ed., 
T
h
e
 Sociological 
D
o
m
a
i
n
.
 
T
h
e
 D

m
、Kl~eim
ミ
き

ミ
id
the 
F
o
u
n
d
i
n
g
 n
f
 F
r
e
 

`
 

ich 
S
o
c
i
o
l
o
g
y
 
(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 1
9
8
3
)
，
 

一
九

0
三
年
ニ
―
月
に
、
社
会
学
と
隣
接
諸
科
学
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
連
続
講
演
が
開
か
れ
た
事
実
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
闘
い
が
承
認
さ
れ
、
「
社

会
学
」
が
公
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
な
報
告
者
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
タ
ル
ド
、
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
、
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ド
・
ラ
・
ブ
ラ
ー

•[·12e 

7
`
R
 

シ
ュ
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ラ
ン
ソ
ン
な
ど
で
あ
る
。

"
L
a
s
o
c
1
0
l
o
g
i
e
 
et 
Jes 
s
c
i
e
n
c
e
s
 
sociales, 

e
v
u
e
 
znternatzonale 
d
e
 
soczo ogze, 

a
n
n
e
e
,
 1
9
0
4
・
 

(
5
)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
歴
史
学
と
の
関
係
を
分
析
し
た
も
の
に
、

R
o
b
e
r
t
N
.
 Bellah, "
D
u
r
k
h
e
i
m
 a
n
d
 H
i
s
t
o
r
y
 ̀9↓
 

in R
o
b
e
r
t
 A
.
 N
i
s
b
e
t
 e
d
 

•• 

E
m
i
l
e
 

D
r
k
h
e
i
.
m
(
N
e
w
 Jersey, 
1
9
6
5
)
.
 
が
あ
る
。
ス
チ
上
ア
ー
ト
・
ヒ
上
ー
ズ
も
述
べ
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
学
坪
論
そ
れ
自
体
は
、
韮
介

歴
史
的
」
．
「
静
態
的
」
で
あ
り
、
「
過
程
」
よ
り
も
「
構
造
」
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(
S
・
ヒ
ュ
ー
ズ
『
意
識
と
社
会
』
生
松
敬
三
・
荒
川
幾
男

訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七

0
年
、
一
九
四
頁
）
。
「
歴
史
的
事
実
や
社
会
の
進
化
に
た
い
す
る
関
心
な
ら
ば
と
も
か
く
、
か
れ
（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
）
の
社

会
学
理
論
が
社
会
の
歴
史
的
変
動
把
握
の
視
点
を
は
た
し
て
内
在
さ
せ
て
い
た
か
ど
う
か
」
（
宮
島
喬
「
社
会
学
的
実
証
主
義
の
思
想
構
造
」
『
思
想
』
五

六
五
号
、
一
九
七
一
年
、
三
六
頁
）
と
疑
問
が
出
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
近
年
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
歴
史
を
論
じ
た
文
献
に
、
中
嶋
明
勲
「

E
・

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
歴
史
に
つ
い
て
の
視
角
と
そ
の
背
景
」
『
研
究
年
報
』
（
愛
知
教
育
大
学
、
三
五
号
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
が
、
こ
の
論
文
に
は
、
上

述
し
た
よ
う
な
視
点
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
嶋
氏
に
は
、
少
な
く
と
も
、
宮
島
喬
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
と
集
合
意
識
論
」
（
『
思
想
』
六
六

1

パ
方
、

一
九
七
九
年
）
の
論
点
を
ふ
ま
え
た
展
開
を
期
待
し
た
い
。

E
m
i
l
e
 D
u
r
k
h
e
i
m
,
 "
P
r
e
f
a
c
e
,
"
 L
'
A
n
n
e
e
 sociologique `
係
ries
I
 

`
 
t. 
I
 

1
8
9
6ー

1
8
9
7

(
1
8
9
8
)
,
 
p. 
III. 

(
7
)
I
b
i
d
.」

p.
V
.
 

7
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(19) 

(20) 

(21) 

(
8
)
 

二
0
1
―頁。

Ibid., 
p. III. 

(
9
)
I
b
i
d
:
 p. 
II. 

(10)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
」
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ル
ソ
ー
』
所
収
、

(11) 
L
'
A
m
忌
s
o
c
i
o
l
o
g
i
q
u
e
.
I
 

(1 00 
9
8
)
,
 
p. 
II. 

(12)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
宮
島
喬
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
）
―
二
九
頁
。

(13) 
B
o
y
e
r
 ̀
 Cr
o
i
s
e
t
,
 D
u
r
k
h
e
i
m
 et 
al., 
L
a
 vie 
u
n
i
v
e
r
s
i
t
a
i
r
e
 
a
 Pa
r
i
s
 
(
P
a
r
i
s
,
 
1
9
1
 00) 
,
 p.
1
6
.
 

(14)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
社
会
学
と
そ
の
学
問
的
領
域
」
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ル
ソ
ー
』
所
収
、
二
五

0
頁。

(15)E• 

D
u
r
k
h
e
i
m
,
 C
o
u
r
s
 d
e
 s
c
i
e
n
c
e
 
sociale, 
ler;on 
d
'
o
u
v
e
r
t
u
1
、e
(
P
a
r
i
s
l̀00 88), 
p
p
.
 2
8ー

29.
邦
訳
「
社
会
学
講
義
」

ー
』
所
収
、
一
九
一
＼
．
九
二
頁
。
な
お
邦
訳
の
表
記
を
．
部
改
め
た
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。

(16) 
P
h
i
l
i
p
p
e
 B
e
s
n
a
r
d
,
 "
L
'
i
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
e
 s
o
c
i
o
l
o
g
i
q
u
e
 f
a
c
e
 a
 l'histoire," in H
i
s
t
o
r
i
e
n
s
 
et 
s
o
c
i
o
l
o
g
u
e
s
 a
u
j
o
u
r
d
'
h
u
i
 (
P
a
r
i
s
,
 1
9
8
6
)
.
 
m出
原

音
和
、
前
掲
書
、
―
二
頁
。
杉
山
光
信
「
『
社
会
学
年
報
』
か
ら
『
経
済
社
会
史
年
報
』
へ
」
『
思
想
』
六
八
八
号
(
-
九
八
一
年
）
；
ハ
三
頁
。
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
「
社
会
学
‘E
義
」
は
、
『
社
会
学
年
報
』
の
創
刊
号
で
は
婉
曲
的
に
し
か
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
第
二
巻
で
は
、
「
社
会
学
の
緊
急
の
仕

事
」
と
し
て
、
「
特
殊
諸
科
学
を
社
会
学
の
諸
部
門
と
す
べ
く
努
め
る
」
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
。

D
u
r
k
h
e
i
m
,
"
P
r
e
f
a
c
e
,
"
 L
'
A
n
n
e
e
 s
o
c
i
o
l
o
g
i
q
u
e
,
 

II 
1
8
9
7ー

1
8
9
8
(1 00 
9
9
)
,
 p. 
II・4'J ,_r, 
に
竿Rだ
ハ
必
己
で
は
、
麻
中
中
人
労
子
が
「
奸

i
へ
広
号
~
の

1

四
中
閂
口
と
な
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。L
ゞ
l
n
n
e
eso
c
i
o
l
o
g
i
q
u
e
,
 ¥
'
I
 

(
1
9
0
3
)
,
 124. 
こ
の
時
期
の
社
会
学
に
つ
い
て
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
社
会
学
は
、
若
く
て
、
活
動
的
で
、
発
育

盛
り
の
学
問
で
あ
る
。
若
い
学
問
と
し
て
の
乱
暴
さ
を
も
ち
、
野
心
を
抱
い
て
い
る
。
」

(
L
u
c
i
e
n
F
e
b
v
r
e
,
 L
a
 terre et 
l'evol
ミ
i
o
n
h
ミ
n
a
i
n
e
,
P
a
r
i
s
,
 

1
9
7
0
,
 
(◎ 
1
9
2
2
,
 p. 
32. 釦
巫
知
t
江
m
．
一
訳
『
K
八

ttg
と
人
類
の
進
化
』
卜
」
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
版
、
五
九
頁
。
）

(17) 
L
'
A
m忌

s
o
c
i
o
l
o
g
i
q
u
e
•

V
 1
9
0
0ー

1
9
0
1
(
1
9
0
2
)
,
 
1
2
3ー

127.

(18)
以
上
の
引
用
は
、

L
a
n
g
l
o
i
s
e
t
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 a
u
x
 e
t
u
d
e
s
 I
蕊
i
o
m
.
q
u
e
(
P
a
r
i
s
,
1
8
9
8
)
,
 p. 
186, p. 
188, p. 
279. 高
橋
已
寿
衛
訳
心
扉

史
学
入
門
』
（
人
文
閣
、
．
九
四
．
一
年
）
ニ
一
七
、
ニ
―
九
、
三
―

1

・
ニ
頁
。
な
お
引
用
文
は
、
翻
訳
ど
お
り
で
は
な
い
。

L
'
A
m
忌
s
o
c
i
o
l
o
g
i
q
u
e
,
II ,
 14
2
 ,
 145. 

カ
ラ
デ
ィ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ミ
ア
ン
が
社
会
学
の
科
学
的
正
甘
性
を
得
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、
制
度
的

lE
当
性
を
得
る
こ
と
に
は
失
敗
し
た
こ
と

を、

s
e
m
i
,
 
e
c
h
e
c
と
総
括
し
た
の
で
あ
る
。

K
a
r
a
d
y
,
op. 
cit., 
306. 

T
e
r
r
y
 N
.
 C
l
a
r
k
,
 P
r
o
p
h
e
t
s
 a
n
d
 P
a
t
r
o
n
s
 :
 T
h
e
 F
r
e
n
c
h
 U
n
i
v
e
r
s
苓

d
n
d
[h
e
 E
m
e
r
g
e
n
c
e
 o
f
 t
h
e
 S
o
c
i
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
s
 
(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 1
9
7
3
)
.
 

『
モ
ン
テ
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ュ
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と
ル
ソ
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1
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ch. 6., 
W
i
l
l
i
a
m
 R. Keylor, A

c
a
d
e
m
y
 a
n
d
 C
o
m
m
u
n
i
t
y
 :
 

pp. 115-116. 

T
h
e
 Foundation of the F

r
e
n
c
h
 Historical Profession 

(Cambrige, 1975), 

ぼ
）
G
e
o
r
g
e
s
 Lefebvre. L

a
 naissance 

de 
l'historiographie 

rnoderne 
(Paris. 
1971). 
p. 
300. 

ぼ
）
Paul L
a
c
o
m
b
e
,
 op. 
cit .. 
p. 
VIII. 
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e
 S
i
m
i
a
n
d
:
 
prix, 
profit 
et 
t
e
r
m
e
s
 

d'echange a
u
 X
I
X
e
 si
さcle,"
R
e
v
u
e
 histo
ガ
que,
C
C
X
L
I
I
I
 (1970) ., 
Jean Bouvier, "

F
e
u
 F

ran~
ois S
i
m
i
a
n
d
 ?" 
Anna/es, Economies, 

Soci
品tお，
Civilisations,

zge a
n
n
e
e
 N
o
.
 5
 (1973). 
,
 
入
II/
ド，
¥
8
兵
祖
に
い
こ
い
ざ
B.V.
D
a
m
a
l
a
s
,
 L'<Euvre scientzfique 

de Franrois 

S
i
m
i
a
n
d
 (Paris, 1947) ., 

Celestin Bougie, "
L
a
 methodologie d

e
 F

ran~
ois S
i
m
i
a
n
d
 et 
la sociologie," A

n
n
a
/
e
s
 sociologique, Serie 

A
,
 Fascicule 

2
 (1936), 
5-28., 
M
a
u
r
i
c
e
 
H
a
l
b
w
a
c
h
s
,
 "
L
a
 m
e
t
h
o
d
o
l
o
g
i
e
 d
e
 F

ran~
ois S
i
m
i
a
n
d
:
 
u
n
 e
m
p
i
r
i
s
m
e
 rationaliste," 

R
e
v
u
e
 philosophique, C

X
X
I
 (1936), 
281-319. 

ぼ
）

F
ran~

ois Simiand, "
M
e
t
h
o
d
e
 historique et science sociale, etude critique d'apr

さs
les ouvrages recents d

e
 M
.
 L
a
c
o
m
b
e
 et 
d
e
 

M
.
 Seignobos," R

e
v
u
e
 de synthese histon・que, 

VI, Nos. 16-17 
(1903), 
1-22, 
129-157. 
リ
這
露
心
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モ
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旦
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苫
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゜
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8
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入
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¥
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旦
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J
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Revel, 
"Histoire 

ぐ-

（召）
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〈
一
，
-
，
入
姦
如
社
以
廿

et 
sciences 

sociales," 
Anna/es, 

Economies, 

Soci 沼
tes,
Civilisations. 

34e 
a
n
n
e
e
 N
o
.
 6
 (1979), 
1362-1364. 

ぼ
）
Lucien Febvre, "F

ran~
ois S
i
m
i
a
n
d
 1873-1935," A

n
n
a
/
e
s
 d'histoire 

economique et 
sociale, 
VII, 
N
o
.
 34 
(1935). 
391. 

(~
) 
L. Febvre, L

a
 terre et 
I'
紅
olution
humaine, pp. 89-91. 益

羞
,
1
ば
o__,,...:I
ば
I
I
 ]m(゚
Do.,
"Histoire, E

c
o
n
o
m
i
e
,
 Statistique," A

n
n
a
/
e
s
 

d'histoire 
e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
 et 
sociale, 
II, 
N
o
.
 8
 (1930), 585., 

Anna/es, Economies, Societes, 
Civilisations, 

15e 
a
n
n
e
e
 N
o
.
 l
 (1960). 

H
e
n
r
y
 T. Buckle, History 

of Civilization 
in E
n
g
l
a
n
d
,
 vol. 1
 (London, 1919), c

1
8
5
7
.
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~
ゃ
S
翠
姦
S
理
-
<
全
心
笞
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『
樹
囲
以
牲

·H,<』
踪

1
抵
!]'I¼

匿
諒
~
(
画

I~

刈
;'I'
話
製
S
「
社
淫
迄
ど
兵
」
旦
ぐ
;
¥J
坦
'<¥J
二
心
゜
写
如

(~
) 

（忌）

（宮）

0
+
1
0
:
i
t
}
ぐ
甘
企
如
女
父
-
<
巨
し
ヒ
画
<Q
令
囲
忌
蕊
囲
孟
坦
宝
S
詢
嫁
旦
硲
い
心
-k
¥-J
こ
沿゚

ギ，
l
兵
回
兵
母
楽
）
゜
り
S
淀
蓮
Q
~
令
や
,

I~
 ー
区
竺
「
悪
脳
・
懸
翌
・
堂
ど
」

S
糊
嫁
竺
＇
怜
咲
S
齢
営
や
〇
樹
岩
圧
総
製
牡
如
幽
苫
ヤ

1-0'"'\'(
や
誓
那
や

~·t-0
゜

食
合
'
½
~
全
Q':U'"':::--s

ヤ
ぶ
11"

I''<;-
ー
~
,

~
 ギ
＼
屯
~
Q
石
庄
以
華
如
撼
＼
涯
約
ニ
心
二

~
C
a
r
b
o
n
e
l
l
,

Xenopol, op. 
cit. 

ヤ
や
旦
，
入
"
I
I"
入
芯
1
兵
0111
母
旦
r

工
•
Iト
ー
区

Histoire 
et 
historiens, 

pp. 17-28., 

ギ
ー
I¥

m
¾

K
+..:! 心
如
「
翌
祖
鰐
翌
噂
妙
こ
心
゜
F.
Simiand, op. 

cit., 
134. 翠
齊
竺
'Carbonell,

"
L
a
 naissance de la 

R
e
v
u
e
 historique 1876-1885," 

R
e
v
u
e
 historique, 

C
C
L
V
 (1976). 
335., 
G
u
y
 B
o
u
r
d
e
 et 
H
e
r
v
e
 Martin, Les 

ecoles 
histo
ガ
ques
(Paris, 
1983), 
p. 
137. ~

, 
「
兵
祖
黒
蝕
砦
」
如
坦
王
,
.
.
.
.
)
い
.
-
:
Is(, ゜

(~
) 
Paul Mougeolle, Les problemes 

de 
l'histoire, ze 

ed. 
(Paris, 
1902), c
1
8
8
6
.
,
 Louis Bourdeau, L'histoire 

et 
les 
historiens, 

essai 

c
ガ
tique
sur 
l'histoire 

consideree 
c
o
m
m
e
 science positive 

(Paris, 
1888). 

i
 J,;; 
心
S
以
涯
令
心
S
子
モ
竺
’
ゃ
~
~
~
社
以
そ
旦
で
一
，
.
，
入
涎

如
苔
甚
⇒
い
盃
V
o

(OOOO6活如）ONOOIv.8
ー

4

啜
）
Xenopol, op. 

cit., 
pp. 50
、
74,
83, 
85, 
92-94, 
104, 
llO, 
241. 

（笞）
..,iJ 
0
凶
..,iJ
,,I'
ー
合
ユ
ー
竺
＇
忌
溢
謡
こ
灼
n
,¥ 
.L. 
G
哺
紅
炉
如
や
竺
~
"
/
い
，
叫
的
旦
竺

n
,\.L.8

羊
罪
如
や
4
¾
0
器
荘
~
I
S
ゃ

..,il4¾0
心
゜
W
.
M
.
Simon, 

E
u
r
o
p
e
a
n
 Positivism 

in 
the 
Nineteenth Century: 

A
n
 Essay 
in 
Intellectual 

History 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1963), pp. 105-106. 

(
;
;
;
)
 
..,iJ
ぐ
叫
..,iJ,,I'ー

~
~
ー

..,;;i'
湿
芸
旦
丑
食
姪
玉
芯
葬
訃
註
だ
が
り
S
垢
ミ
如
ヂ
叫
文
匂
こ
り
凶
如
唸
唸
い
こ
内
゜
ゃ
ニ
ゃ

..,;;i~:g
令
ミ
ふ
垢

;;1;;;8~王
,01:~

奉
怜
氾
学
睾
旦
ざ
「
苺
荘
竺
<
如
栄
_
_
)
呪
ti
l-0
り
叫
ゃ
竺
匂
"
/
,
-
<
如
~
~
四
_
_
)
'
-
<
旦
始
ギ
ャ
心
り
勾
如
坦
ぐ
号
心
,
_
)
い
二
心
°
…
…
.
;
;
.
.
;
;
;
~
.
.
;
;
;
ご
＋
ゴ

刈
迎
S
巨
や
荊
岸
ti

.q
翌
匂
心
，
，
怜
＇
聾
翌
ヤ
炉

J
心
~
"
/
-
如
囲
竺
で
」
凶
二
，
0
$
~
吋
函
芯
母
沿
S
や

~l-0
゜

B
o
u
r
d
e
a
u
,
op. 
cit., 
p. 
321. 

ぼ
）
Carbonell, Histoire 

et 
histon・ens, 

pp. 402-406., Do., 
"L'histoire dite positiviste en France," 

180-182., Do., "Histoire narrative 

et 
histoire structurelle," 

154-156. 

Langlois et 
Seignobos, op. 

cit., 
p. 
238. 益
写
I
1早
坦
冨
゜
ギ
ー
I

m
モ
ベ
ゴ
ト
ー
ミ
ニ
ー
~
~
製
如

1
弼
S
湿
芸
旦
恕
•
~
_
_
)
い
い
戌
J
~
声

.-J;'..c1°Xenopol, 
op. 
cit., 
pp. 25, 
157-158, 
164-165, 203-204, 206-207, 247, 

331., 
L
a
c
o
m
b
e
,
 op. 
cit., 
Simiand, op. 

cit .. 
H
e
n
r
i
 Berr. 

"
L
a
 m
e
t
h
o
d
e
 statistique et 

la 
question des grands h

o
m
m
e
s
,
"
 Nouvelle R

e
v
u
e
 (1890). 519-527, 724-746., Berr. L

a
 synth
知se
en 

histoire 
(Paris, 
1953). 
pp. 66-67., 

Berr, 
L
a
 synthese 

des 
connaissances 

et 
l'histoire 

(Paris, 
1898), 
p. 
422. 

(~
) 
Gabriel M

o
n
o
d
,
 "Les aventures d

e
 Sichaire," R

e
v
u
e
 historique, X

X
X
I
 (1886), 259-290., Fustel de C

叫
anges,
"
D
e
 l'analyse des 
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t
e
x
t
e
s
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
,
"
 R
e
v
u
e
 d
e
s
 
q
u
e
s
t
i
o
n
s
 
histon・ques, 
X
L
I
 (1887), 5-35. 

(
3
8
)
I
b
i
d
:
 33. 念
の
た
め
に
一
言
す
れ
ば
、
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
も
「
比
較
」
を
拒
絶
す
る
の
で
は
な
い
。

い
で
注
釈
す
る
新
し
い
方
法
は
、
歴
史
学
の
未
来
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
「
比
較
」
の
必
要
性
も
認
め
て
い
た
。

テ
ク
ス
ト
の
「
分
析
」
と
は
、
テ
ク
ス
ト
の
逐
語
的
な
詳
細
な
研
究
、
す
な
わ
ち
、
テ
ク
ス
ト
の
諸
要
素
を
検
討
し
、
語
義
を
確
定
し
、

者
の
真
の
考
え
を
引
き
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
何
よ
り
も
テ
ク
ス
ト
の
「
分
析
」
を
重
視
し
、

な
え
ば
よ
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
以

t
、

(39) 

(40) 

(41) 

(43) 

(42) 
C
h
a
r
l
e
s
 S
e
i
g
n
 0
 b
o
s
.
 "
L
e
s
 c
o
n
d
i
t
i
o
n
s
 p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
q
u
e
s
 d
e
 la 
c
o
n
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 e
n
 histoire. 
"
 R
e
v
u
e
 p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
q
u
e
,
 X
X
I
V
 (1887). こ

の
論
文
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
に
ペ
ー
ジ
数
を
明
記
し
て
お
く
。
こ
の
論
文
を
要
約
し
た
も
の
が
、
↓
八
九
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
歴
史
学
入
門
』
い

第
二
編
第
一
章
「
歴
史
知
識
の
．
般
的
条
件
」
で
あ
る
。
な
お
『
哲
学
評
論
』
の
こ
の
巻
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
ド
イ
ツ
留
学
の
報
告
で
あ
る

L
a
s
c
i
e
n
c
e
 

p
o
s
i
t
i
v
e
 d
e
 la 
m
o
r
a
l
e
 e
n
 A
l
l
e
m
a
g
n
e
を
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
る
。

ィ
ッ
ガ
ー
ス
は
「
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
学
位
論
文
す
ら
、
国
家
に
つ
い
て
の
広
義
の
社
会
史
へ
の
興
味
深
い
寄
与
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
こ
の
学
位
論
文
が
、

ギ
ゾ
ー
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
フ
ュ
ス
テ
ル
、
テ
ー
ヌ
な
ど
の
社
会
史
の
伝
統
に
連
な
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

Iggers,
op. 
cit., 
25. 

G
o
r
d
o
n
 H
.
 M
c
N
e
i
l
,
 "
C
h
a
r
l
e
s
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
 1
8
5
4ー

1
9
4
2
,
"
in 
S. 
W
i
l
l
i
a
m
 H
a
l
p
e
r
i
n
 ed., 
n
s
s
a
y
s
 
in 
M
o
d
e
r
n
 E
u
r
o
p
e
a
n
 H
i
s
t
o
r
i
o
g
r
a
p
h
y
 

(
C
h
i
c
a
g
o
,
 1
9
7
0
)
 ,
 35
4ー

356.

こ
の
時
代
の
社
会
心
理
学
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

年
）
参
照
。

L
a
n
g
l
o
i
s
 et 
S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 op. 
cit ;
 p.l. 邦心訳、

1
8
9
8
)
,
 p. 17. 
か
ら
の
軍
訳
て
あ
る
C

F
.
B
・
カ
ー
プ

三
頁
。

I
b
i
d
 .. 
5-6. 
3
2ー

3
5

四

l

i
』よ、

カ
オ
ー

テ
ク
ス
ト
の
作

こ
の
箇
所
の
邦
訳
は
英
語
版

I
n
i
r
o
d
u
c
m
i
o
n
t
o
[h
e
 S
t
u
d
y
 o
f
 H
i
s
t
o
r
y
 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 

(44) 
F
u
s
t
e
l
 d
e
 C
o
u
l
a
n
g
e
s
 ̀op.cii.̀
 5, 

(45) 
Ibid., 
3
4
-
3
5
.
 

(46) 
L
a
n
g
l
o
i
s
 et 
S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 op. 
cit., 
p. 276. 邦
年
訳
三
二

0
頁。

(47) 
P
a
u
l
 L
a
c
o
m
b
e
 ̀
 D
e
 l'histoire 
c
o
n
s
i
d
b
恐
c
o
m
m
e
science 
(Paris, 
1
8
9
4
)
 ｀
 
x
i
v
 415p. 
*• 
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
に
ペ
ー
ジ
数
を
明
記
し

て
お
く
。
ラ
コ
ン
プ
の
経
歴
は
、

H
e
n
r
i
B
e
r
r
,
 L'histoire 
traditionnelle et 
la 
s
y
n
t
h
e
s
e
 historique 
(Paris, 
1
9
2
1
)
ら
h.
I
V
.
 
に
詳
し
い
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ラ
コ
ン
ブ
は
一
八
三
四
年
生
ま
れ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
つ
行
政
官
で
あ
り
、
リ
セ
で
ガ
ン
ベ
ッ
タ
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
が
、
の
ち

『
社
会
心
理
学
の
源
流
と
展
開
』
大
橋
英
寿
監
訳
（
勁
草
書
房
、

一
九
八
七

そ
の
あ
と
で
他
の
テ
ク
ス
ト
と
り
比
較
対
照
を
行

か
れ
に
よ
れ
ば
、

テ
ク
ス
ト
を
分
析
し
な

7 - 3•4 --821 (香法'88)
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四
三
四

の
経
歴
に
影
響
し
て
い
る
。
学
業
面
で
は
、
パ
リ
の
法
学
部
と
古
文
書
学
院
で
法
学
・
歴
史
学
・
実
証
哲
学
な
ど
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

に
死
去
し
て
い
る
。
本
書
の
出
版
当
時
、
か
れ
は
図
書
館
と
古
文
書
館
の
総
監
職
に
あ
り
、
仏
英
両
国
の
小
史
や
『
愛
国
主
義
』
・
『
武
器
と
甲
冑
』
・
『
ロ

ー
マ
社
会
の
家
族
』
と
い
っ
た
著
作
を
出
版
し
て
い
た
。
ラ
コ
ン
ブ
に
言
及
し
た
邦
語
文
献
に
、
宮
本
又
次
、
前
掲
書
、
九
〇
＼
九
二
貝
、
井
上
幸
治
、

前
掲
論
文
、
五
＼
六
貞
が
あ
る
。
外
国
語
文
献
で
は
、

B
e
r
r
,
op. 
cit・
」

K
e
y
l
o
r
,
op.cit., 
p
p
.
 1
1
6ー

121.
が
有
益
で
あ
る
。

G
e
o
r
g
e
s
 L
e
f
e
b
v
r
e
,
 
op. 
cit., 
p. 3
0
2
 

と
は
い
う
も
の
の
、
ラ
コ
ン
ブ
が
社
会
学
者
と
は
一
歩
、
距
離
を
置
い
て
い
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
未
開
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
開

化
し
た
民
族
を
等
閑
視
し
て
き
た
社
会
学
が
、
歴
史
に
お
け
る
「
偶
然
的
な
も
の
」
を
無
視
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
出
来
事
」
が
「
制
度
」
に
及

ぽ
す
影
響
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

L
a
c
o
m
b
e
,
op. 
cit., 
p. V
I
I
I
,
 p. 25. 

(50) 
L
u
c
i
e
n
 F
e
b
v
r
e
,
 C
o
m
b
a
t
s
 p
o
u
r
 l'histoire 
(
P
a
r
i
s
,
 
1
9
5
3
)
,
 p. 
22. 長
谷
川
輝
夫
訳
『
歴
史
の
た
め
の
闘
い
』
（
創
文
社
、
／
九
七
じ
年
）
：•
1

頁
。

(51) 
L
a
n
g
l
o
i
s
 e
t
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 op. 
cit., 
p. vi, 
p. 
201, 
p. 
240. ~; 

訳
、
一
一
、
一
一
•
•
一
＇
こ
‘
-
．

t
h
二
貝
゜

(52) 
C
h
a
r
l
e
s
 L
a
n
g
l
o
i
s
.
 
"
L
e
s
 e
t
u
d
e
s
 historiques,'̀
 
d
a
n
s
 L
a
 s
c
i
e
n
c
e
 franr;aise ̀
 t.II 
(
P
a
r
i
s
.
 
1
9
1
5
)
,
 p. 88. 

(53) 
H
.
 B
e
r
r
,
 I
 ̀'histoire 
t
r
a
d
i
t
i
o
n
n
e
l
l
e
 
et 
la 
s
y
n

与
se
historique, 
p. 57. 

(54) 
G
a
b
r
i
e
l
 M
o
n
o
d
,
 "
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 d
e
 M
.
 M
o
n
o
d
.
"
 R
e
v
u
e
 i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
!
e
 
d
e
 l
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
,
 
X
X
X
I
 (
1
8
9
6
)
,
 
5
4
3
-
5
4
4
.
 

(55) 
L
a
n
g
l
o
i
s
 e
t
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 
op. 
cit., 
p. 208, 
p. 
249. 邦
工
訳
、
二
四
：
こ
、
二
九

0
頁。

(56)
実
証
主
義
史
家
の

G
・
モ
ノ
ー
や
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ロ
ー
ト
は
、
『
歴
史
学
人
門
』
を
高
く
評
価
し
た
が
、
こ
の
モ
ノ
ー
や
ロ
ー
ト
の
屠
評
と
前
節
こ

見
た
パ
ロ
デ
ィ
の
書
評
と
を
比
較
す
る
と
、
実
際
的
歴
史
家
と
社
会
学
者
と
の
関
心
の
相
違
を
、
こ
れ
く
ら
い
如
実
に
ぷ
す
も
の
は
な
い
と
ば
い
う
る
。

G
.
 M
o
n
o
d
,
 "
B
u
l
l
e
t
i
n
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
,
"
 R
e
v
葵

historique,
L
X
V
I
I
 (
1
8
9
8
)
,
 1
2
9
-
1
3
4
.
,
 F
e
r
d
i
n
a
n
d
 L
o
t
,
 R
e
c
u
e
i
l
 d
e
s
 
t
r
a
u
a
u
x
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
 
d, 

F
e
r
d
i
nミ
n
d
L
o
t
,
 t
o
m
e
 I
 (
P
a
r
i
s
.
 
1
9
6
8
)
,
 
p
p
.
 2
3
9
-
2
5
2
.
 

(57) 
A
l
e
x
a
n
d
r
u
 D
i
m
i
t
r
u
 X
e
n
o
p
o
l
.
 L
e
s
 p
r
i
n
c
i
p
e
s
 f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
u
x
 d
e
 l'histoire 
(
P
a
r
i
s
.
 
1
8
9
9
)
,
 vi 3
4
8
p
.
 本
書
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
に
ヘ

ー
ジ
数
を
表
示
し
て
お
く
。
本
書
に
言
及
し
た
も
の
に
、

K
e
y
l
o
r
,
op. c
 ,
 it 
•• 

p
p
.
 1
2
1
-
1
2
4
.
 宮
本
又
次
、
前
掲
書
、
九
二
貞
。
井
じ
平
治
、
前
掲
皐
文
、

九
＼
―
-
頁
。
な
お
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